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佐
々
木　

美
帆

福
井
県
立
美
術
館
学
芸
員

〈
史
料
紹
介
〉
福
島
県
立
美
術
館
寄
託
の
勝
田
蕉
琴
夫
妻
宛
島
田
墨
仙
夫
妻
書
簡　

　
　
　
　
　
　
　
　

―
昭
和
四
年
〜
昭
和
二
十
一
年
―　

　
福
島
県
立
美
術
館
に
は
、
福
井
出
身
の
日
本
画
家
・
島
田
墨
仙
（
一
八
六
七̶

一
九
四
三
）
と
そ

の
妻
節
衣
子
の
書
簡
が
寄
託
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
島
田
夫
妻
が
福
島
出
身
の
日
本
画
家
・
勝
田

蕉
琴
（
一
八
七
九
―
一
九
六
三
）
と
そ
の
妻
米
子
に
宛
て
た
も
の
で
、
一
九
二
九
（
昭
和
四
）
年
か

ら
一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）
年
ま
で
の
十
一
通
で
あ
る
。

　
島
田
家
は
兄
弟
全
員
に
後
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
墨
仙
は
家
が
絶
え
る
こ
と
を
見
越
し
て
意

に
満
た
な
い
作
品
や
個
人
的
な
資
料
を
こ
と
ご
と
く
焼
却
し
て
世
を
去
っ
た
。
そ
の
た
め
、
勝
田

家
に
残
さ
れ
た
墨
仙
夫
妻
の
書
簡
は
稀
少
な
現
存
資
料
で
あ
る
。
そ
の
一
部
は
二
〇
一
一
（
平
成

二
三
）
年
に
当
館
開
催
の
「
福
井
の
宝
　
島
田
墨
仙
展
」
で
展
示
す
る
機
会
を
得
た
が
、
本
稿
で
は

十
一
通
す
べ
て
を
紹
介
し
、
書
か
れ
た
時
代
や
背
景
に
注
目
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

一
　
島
田
墨
仙
と
勝
田
蕉
琴
　

　
島
田
墨
仙
と
勝
田
蕉
琴
は
共
に
橋
本
雅
邦
門
下
で
あ
る
。
墨
仙
の
方
が
十
二
歳
年
長
だ
が
、
両
者

は
立
場
を
同
じ
に
す
る
こ
と
が
多
く
、
一
九
〇
七
（
明
治
四
〇
）
年
に
日
本
画
新
派
で
構
成
さ
れ
た

国
画
玉
成
会
で
共
に
幹
事
（
明
治
四
十
二
年
か
ら
）
に
な
り
、
両
者
と
も
官
展
を
中
心
に
活
躍
し
た
。

　
墨
仙
は
歴
史
人
物
画
を
、
蕉
琴
は
花
鳥
画
を
得
意
と
し
、
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
、
君
子
の
交

わ
り
は
淡
き
水
の
如
し
と
い
う
趣
旨
で
官
展
の
中
堅
画
家
で
結
成
さ
れ
た
「
如
水
会
」
会
員
十
名
の

う
ち
の
二
人
で
も
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
三
一
（
昭
和
六
）
年
に
結
成
さ
れ
た
帝
展
無
鑑
査
作
家
で

構
成
さ
れ
た
「
双
松
倶
楽
部
」
の
重
鎮
同
士
だ
っ
た
。

二
　
書
簡
の
内
容

　
墨
仙
夫
妻
が
書
い
た
書
簡
は
、
次
の
二
つ
に
大
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　（
一
）
病
気
見
舞
へ
の
お
礼
な
ど
の
私
事
に
つ
い
て

　（
二
）
帝
展
や
新
文
展
な
ど
の
官
展
に
つ
い
て

　（
一
）
に
は
さ
ほ
ど
説
明
は
要
ら
な
い
が
、（
二
）
の
一
部
の
書
簡
に
つ
い
て
は
、
少
し
説
明
を
要

す
る
。

　
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
十
九
日
付
書
簡
に
書
か
れ
た
、
昨
秋
以
来
墨
仙
が
奔
走
し
て
い
る

こ
と
と
は
前
年
の
第
十
三
回
帝
展
の
思
い
切
っ
た
審
査
や
作
品
の
陳
列
に
よ
っ
て
生
じ
た
歪
み
に
対

し
て
、
墨
仙
や
蕉
琴
ら
の
中
堅
作
家
が
異
議
を
申
し
立
て
た
こ
と
で
あ
る
。

　
そ
の
審
査
は
、
第
一
部
の
日
本
画
や
第
二
部
の
洋
画
の
作
家
た
ち
か
ら
不
満
が
多
く
、
世
間
で
も

注
目
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
原
因
は『
東
京
日
々
新
聞
』（
昭
和
七
年
十
月
二
一
日
付
）に
よ
る
と
、

次
の
三
つ
で
あ
っ
た
。

　（
一
）
極
度
の
厳
選
主
義
で
あ
っ
た
こ
と

　（
二
）
一
般
入
選
の
厳
選
に
対
し
て
無
鑑
査
作
品
が
多
い
こ
と

　（
三
）
第
一
部
は
審
査
主
任
者
の
系
統
に
属
す
る
入
選
が
比
較
的
多
い
こ
と

　
社
説
で
は
「
多
数
の
無
鑑
査
出
品
者
を
加
え
た
結
果
は
当
然
一
般
出
品
に
対
す
る
厳
選
」
と
な
っ

た
こ
と
、
し
か
も
「
こ
れ
ら
無
鑑
査
の
出
品
が
、
果
た
し
て
一
般
出
品
者
の
落
選
作
品
に
比
し
て
優

秀
な
り
や
否
や
」
と
疑
問
を
呈
し
、
現
に
無
鑑
査
作
品
の
取
扱
に
困
っ
た
審
査
委
員
が
こ
れ
を
特
定

の
部
屋
に
押
し
込
め
、
一
種
の
隠
居
部
屋
を
作
っ
た
と
続
く
。

　
十
月
二
四
日
か
ら
二
九
日
に
か
け
て
同
紙
で
特
集
さ
れ
た
審
査
員
座
談
会
（
注
一
）
で
は
、
厳
選

の
理
由
と
し
て
、
ど
ん
な
に
力
作
、
大
作
で
あ
っ
て
も
「
内
容
の
空
疎
、
類
型
的
、
材
の
陳
腐
」
な

3

凡
例

一
．
掲
載
の
書
簡
は
、
す
べ
て
福
島
県
立
美
術
館
に
寄
託
さ
れ
て
い
る
資
料
で
あ
る
。

二
．
仮
名
変
体
は
ひ
ら
が
な
に
改
め
た
。

三
．
判
読
不
明
な
文
字
は
□
と
し
た
。
お
気
づ
き
の
点
が
あ
れ
ば
ご
教
授
願
い
た
い
。

四
．
年
譜
は
『
島
田
墨
仙
』
図
録
（
福
井
県
立
美
術
館
、平
成
二
十
三
年
）、『
勝
田
蕉
琴
展
』
図
録
（
福
島
県
立
美
術
館
、

　
　
平
成
十
年
）
を
参
照
し
た
。
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改
組
帝
展
に
不
参
加
の
墨
仙
は
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
三
月
五
日
付
『
読
売
東
京
』
朝
刊
に

感
想
を
載
せ
た
。「
改
組
に
依
っ
て
無
鑑
査
を
排
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
、
よ
い
も
の
ば

か
り
が
列
ん
で
い
る
と
思
っ
た
が
、
悪
い
も
の
が
百
点
以
上
あ
る
」
と
辛
口
で
あ
る
一
方
、
院
展
作

家
の
横
山
大
観
、
安
田
靫
彦
お
よ
び
、
帝
展
作
家
の
橋
本
関
雪
の
力
作
に
賛
辞
を
贈
っ
た
。

　
帝
展
は
無
鑑
査
作
家
の
反
発
も
あ
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に
平
生
釟
三
郎
文
相
の
下
で
再
改
組
さ
れ
、

十
月
の
展
覧
会
（
文
展
）
で
は
実
績
の
あ
る
作
家
は
招
待
と
し
た
。
し
ば
ら
く
官
展
と
距
離
を
お
い

て
い
た
墨
仙
は
、
そ
の
処
置
に
納
得
が
い
っ
た
の
か
、
招
待
展
に
諸
葛
孔
明
を
描
い
た
《
出
師
表
》

を
出
品
し
た
。
以
後
、
歴
史
的
人
物
の
傑
作
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

　
墨
仙
は
病
気
で
筆
を
と
れ
な
い
日
々
を
挟
み
な
が
ら
も
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
第
二
回
新

文
展
、
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
第
四
回
新
文
展
、
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
第
五
回
新
文
展
に
無
鑑
査
、

も
し
く
は
審
査
員
と
し
て
歴
史
人
物
画
を
出
品
、
い
ず
れ
も
人
格
表
現
が
優
れ
て
い
る
と
の
絶
賛
を

得
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
出
品
作
《
山
鹿
素
行
先
生
》
で
は
日
本
画
部
門
初
の
帝
国
芸
術

院
賞
を
受
賞
し
た
。

　

墨
仙
が
蕉
琴
に
送
っ
た
最
後
の
書
簡
（
六
月
四
日
付
）
は
、、
新
文
展
の
審
査
員
に
選
出
さ
れ
た

十
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に
、
そ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
何
分
近
年
増
々
変
な

日
本
画
が
流
行
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
冥
土
の
土
産
に
と　
ち
ょ
い
と
仲
間
入
り
し
て
鑑
査
の
手

伝
を
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
お
受
け
ハ
し
た
が
何
等
働
き
甲
斐
な
き
こ
と
ゝ
知
り
な
が
ら
尽
せ

る
だ
け
は
力
む
で
見
な
け
れ
バ
な
る
ま
い
が
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
官
展
の
気
風
を
作
る
こ
と
に
つ
い

て
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

三
　
無
鑑
査
批
判
の
背
景
と
墨
仙

　
老
い
て
な
お
気
骨
の
あ
る
充
実
の
作
を
残
し
、
高
潔
な
人
格
か
ら
尊
敬
を
集
め
た
墨
仙
で
あ
る
が
、

無
鑑
査
の
作
家
で
あ
る
こ
と
は
世
間
に
十
把
一
絡
げ
で
非
難
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
当
時
官
展

出
品
作
の
多
数
を
占
め
た
無
鑑
査
作
品
の
な
か
に
は
惰
性
に
陥
っ
た
、「
帝
展
の
癌
」（
注
四
）
と
も

言
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
是
非
と
も
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
若
い
世
代
に
見
ら
れ
る
西
洋
趣
味
を
取
り
入
れ
た
斬
新
な
絵
が
台
頭
し
、
こ
れ
ら
を
求
め
る

時
代
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
を
経
て
深
ま
る
精
神
性
や
熟
練
の
筆
さ
ば
き
を
古
臭
い
も
の

と
し
て
見
逃
し
て
し
ま
う
の
は
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
墨
仙
は
蕉
琴
と
と
も
に
無
鑑
査
作
家
の

誇
り
を
も
っ
て
奔
走
し
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
主
張
を
受
容
す
る
「
大
な
る
使
命
を
有
す
る
公
器
」
た
る

官
展
を
求
め
た
。
制
作
に
お
い
て
は
誰
も
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
作
品
で
挟
持
を
示
し
た
。

福
島
県
立
美
術
館
寄
託
の
書
簡
は
、
無
鑑
査
作
家
側
か
ら
見
た
戦
前
の
官
展
事
情
、
そ
し
て
作
家
に

寄
り
添
う
妻
の
献
身
を
伝
え
て
く
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
福
井
出
身
の
日
本
画
家
、
島
田
墨
仙
の
展
覧
会
を
当
館
で
開
催
し
た
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年

は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　
震
災
で
最
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
は
、
墨
仙
と
縁
の
深
い
場
所
で
あ
る
。
墨
仙
は
三
十

代
の
殆
ど
を
福
島
県
で
教
師
と
し
て
過
ご
し
、
陸
奥
国
会
津
（
現
福
島
県
会
津
若
松
市
）
出
身
の
兵

学
者・山
鹿
素
行
を
好
ん
で
描
い
た
。
晩
年
の
代
表
作
、帝
国
芸
術
院
賞
受
賞
作
も
《
山
鹿
素
行
先
生
》

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
志
を
同
じ
く
し
た
友
人
も
偶
然
な
が
ら
福
島
出
身
の
勝
田
蕉
琴
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
私
と
し
て
は
蕉
琴
夫
妻
宛
の
書
簡
の
精
読
を
進
め
て
彼
等
の
交
流
や
背
景
を
読
み
解
く
こ
と
に

つ
い
て
、
展
覧
会
が
終
っ
て
か
ら
こ
の
四
年
余
り
の
間
、
心
の
内
で
願
い
続
け
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
墨
仙
の
古
風
な
言
い
回
し
や
達
筆
な
筆
跡
に
遅
々
と
し
て
解
読
は
進
ま
ず
、
多

く
の
方
々
の
ご
教
示
、
ご
協
力
な
し
に
は
到
底
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
書
簡
の
閲

覧
利
用
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
勝
田
家
の
ご
遺
族
様
、
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
福
島
県
立

美
術
館
の
増
渕
鏡
子
氏
の
ご
好
意
に
つ
い
て
特
筆
し
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
注
一
）「『
帝
展
』
座
談
会
」『
東
京
日
々
新
聞
』
昭
和
七
年
十
月
二
四
〜
二
九
日
、『
日
展
史
』
10
巻
所
収

（
注
二
）「
第
十
三
回
帝
展
（
一
部
）
成
績
に
關
す
る
具
申
書
」
福
島
県
立
美
術
館
寄
託
資
料

（
注
三
）
注
二
の
同
資
料
に
記
述
あ
り

（
注
四
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
年
五
月
三
十
一
日
付

【
参
考
文
献
】

『
日
展
史
』
８
〜
11
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
五
八
年

『
日
展
史
』
12
〜
14
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
五
九
年

『
日
展
史
』
15
巻　
日
展　
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
六
十
年

『
日
展
史
』
16
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
六
二
年

『
反
骨
の
日
本
画
家　
勝
田
蕉
琴
展
」
図
録　
福
島
県
立
美
術
館　
平
成
十
年

『
島
田
墨
仙
』
展
図
録　
福
井
県
立
美
術
館　
平
成
二
三
年

※
文
中
に
出
典
掲
載
の
も
の
は
省
略
し
た
。

5

も
の
は
落
と
し
た
、
つ
ま
り
「
死
ん
だ
絵
を
今
年
の
審
査
に
當
わ
れ
〳
〵
が
帝
展
か
ら
排
斥
し
た
」

と
説
明
さ
れ
た
。
ま
た
、
無
鑑
査
作
品
に
つ
い
て
は
、
そ
の
展
示
場
所
確
保
の
た
め
に
一
般
入
選
を

絞
っ
た
わ
け
で
は
な
い
と
否
定
し
た
が
、
二
室
に
集
め
ら
れ
た
無
鑑
査
作
品
は
塊
と
し
て
目
を
引
き
、

同
席
の
記
者
が
無
鑑
査
作
品
が
荷
厄
介
だ
と
い
う
言
葉
を
引
き
出
そ
う
と
け
し
か
け
る
の
を
、
大
方

の
審
査
員
が
注
意
深
く
か
わ
し
な
が
ら
話
す
と
い
う
展
開
に
な
っ
た
。
見
出
し
は
「
無
鑑
査
と
い
ふ

怪
物
を
何
う
取
扱
っ
た
ら
い
ゝ
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
り
、
新
聞
社
側
の
意
向
が
色
濃
く
反
映
さ
れ

た
。

　
こ
の
よ
う
な
批
判
は
、
無
鑑
査
作
家
の
墨
仙
（
そ
の
年
は
不
出
品
）
と
蕉
琴
に
と
っ
て
他
人
事
で

は
な
か
っ
た
。

　
帝
展
開
催
中
の
十
一
月
十
日
、無
鑑
査
の
団
体
で
あ
る
双
松
倶
楽
部
で
は
墨
仙
と
蕉
琴
に
よ
る
「
帝

展
に
就
て
考
察
私
考
」（
注
二
）、
す
な
わ
ち
無
鑑
査
作
品
の
取
扱
に
つ
い
て
諸
氏
に
考
察
を
求
め
る

内
容
が
披
露
さ
れ
、
会
員
の
共
感
を
得
た
。

　
墨
仙
は
さ
ら
に
帝
展
終
了
後
の
十
二
月
に
、
審
査
に
つ
い
て
提
案
の
文
章
を
『
ア
ト
リ
エ
』
九
巻

十
二
号
に
載
せ
た
。
厳
選
に
つ
い
て
は
戦
中
の
財
政
困
難
時
に
労
苦
し
て
出
品
し
た
作
家
へ
の
同
情

か
ら
、「
断
行
す
る
時
期
を
誤
っ
た
」
と
遺
憾
の
意
を
表
し
、
無
監
査
室
を
二
つ
作
っ
た
陳
列
に
つ

い
て
は
、「
作
家
を
非
常
に
侮
辱
す
る
」
こ
と
と
非
難
し
た
。
と
い
う
の
も
、「
審
査
員
の
近
親
者
の

も
の
は
、
こ
の
室
か
ら
出
て
」
お
り
、
新
聞
が
「
無
鑑
査
の
怪
物
」
な
ど
と
煽
る
そ
の
矛
先
は
故
意

に
集
め
ら
れ
た
無
鑑
査
室
の
作
品
に
集
中
し
た
か
ら
だ
っ
た
。

　
こ
の
問
題
は
翌
年
に
な
っ
て
も
収
ま
ら
ず
、
一
九
三
三
（
昭
和
八
）
年
二
月
六
日
に
墨
仙
と
蕉
琴
、

水
上
泰
生
は
連
名
で
「
第
十
三
回
帝
展
（
一
部
）
成
績
に
關
す
る
具
申
書
」（
注
三
）
を
帝
国
美
術

院
長
正
木
直
彦
に
提
出
し
、
今
回
の
陳
列
や
、
新
聞
紙
上
で
の
審
査
員
の
放
言
に
対
し
て
次
の
と
お

り
、
抗
議
の
意
を
表
し
た
。

言
論
の
公
機
に
據
り
、
憎
悪
す
べ
き
皮
肉
と
、
驕
傲
な
る
満
罵
と
を
以
て
、
一
に
矛
を
無
鑑
査

室
に
向
か
わ
し
む
る
に
至
り
、
當
時
の
美
術
言
論
界
に
於
て
、
隠
居
部
屋
、
特
殊
部
落
、
等
々
、

最
も
嫌
悪
す
べ
き
用
語
を
作
為
し
、
嘲
笑
と
輕
悔
の
焦
點
た
ら
し
む
る
の
動
因
を
作
り
、
遂
に

或
者
を
し
て
、
名
譽
の
毀
損
、
生
活
權
の
侵
害
な
り
と
の
悲
痛
の
言
を
叫
ば
し
む
る
に
至
つ
た

の
で
あ
り
ま
す
。（
略
）
其
の
言
論
、
所
説
多
く
は
自
己
の
抱
懐
す
る
至
上
主
張
に
最
上
の
價

値
を
冠
し
、
頗
る
排
他
的
の
言
義
を
恣
に
し
、
自
己
陶
酔
に
陥
り
た
る
は
、
或
は
、
之
を
恕
す

べ
し
と
す
る
も
、
全
然
自
己
の
藝
術
的
生
活
、
及
び
其
の
作
品
と
矛
盾
、
背
反
せ
る
所
説
を
見

る
に
至
つ
て
は
、
其
の
自
己
撞
着
と
、
無
責
任
、
寧
ろ
噴
飯
に
値
す
べ
く
、
藝
術
家
と
し
て
の

矜
恃
の
域
を
逸
せ
る
、
餘
り
に
非
常
識
な
る
、
餘
り
に
大
膽
な
る
行
為
と
し
て
、
唖
然
た
ら
ざ

る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
審
査
員
が
無
鑑
査
作
品
を
質
と
傾
向
、
そ
し
て
鑑
賞
者
の
利
便
の
為
に
類
別
し
た
と
い

う
が
、
そ
れ
は
「
作
品
其
の
物
の
類
別
に
あ
ら
ず
し
て
、
作
家
其
の
人
に
對
し
、
感
情
と
、
私
心
に

依
て
行
は
れ
た
る
不
愉
快
な
る
行
為
」
で
あ
り
、
厳
選
に
つ
い
て
は
偏
っ
た
審
査
の
た
め
に
一
般
の

鑑
査
作
家
が
害
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
訴
え
、
資
料
と
し
て
先
の
座
談
会
の
新
聞
記
事
や
墨
仙
と

蕉
琴
の
「
帝
展
に
就
て
考
察
私
考
」、
出
品
目
録
を
提
出
し
た
の
だ
っ
た
。

　
結
論
で
強
調
さ
れ
た
の
は
、
帝
展
は
私
設
の
展
覧
会
と
は
違
い
、「
大
な
る
使
命
を
有
す
る
公
器
」

で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
主
張
を
網
羅
す
る
こ
と
を
理
想
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
一
流
一
派
の
私

意
で
左
右
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
だ
っ
た
。

　

具
申
書
提
出
の
大
仕
事
を
終
え
た
後
、
ま
ず
は
蕉
琴
か
ら
ね
ぎ
ら
い
の
挨
拶
が
あ
っ
た
よ
う
で
、

墨
仙
は
「
誰
彼
の
為
と
い
ふ
で
も
な
く
所
詮
は
自
己
心
中
の
仕
事
」
と
へ
り
く
だ
り
な
が
ら
も
、「
い

ま
一
多
少
な
り
と
も
藝
術
界
の
廓
清
に
資
す
る
こ
と
あ
り
と
せ
ば
実
に
望
外
の
大
幸
に
し
て
お
互
い

に
徒
為
な
ら
ざ
り
し
を
欣
快
す
べ
き
の
ミ
」
と
書
簡
（
昭
和
八
年
二
月
十
九
日
付
）
を
送
っ
た
の
だ
っ

た
。

　
し
か
し
「
隠
居
部
屋
」
等
の
蔑
称
は
払
拭
し
難
く
、
無
鑑
査
に
対
す
る
一
般
的
な
見
方
と
な
っ
て

い
た
。
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
、
松
田
源
治
文
相
が
美
術
界
の
挙
国
体
制
と
し
て
行
な
っ
た
帝
国

美
術
院
の
改
革
、
い
わ
ゆ
る
帝
国
美
術
院
改
組
で
は
、
帝
国
美
術
院
会
員
に
院
展
の
横
山
大
観
な
ど

在
野
の
権
威
者
を
多
数
加
え
る
大
改
革
が
行
な
わ
れ
た
。
そ
の
根
源
と
な
っ
た
考
え
を
昭
和
十
年
五

月
三
十
日
付
『
中
外
商
業
新
報
』
か
ら
参
照
す
る
と
、「
老
い
て
は
駑
馬
に
も
劣
る
」
無
鑑
査
作
品

が
多
く
な
り
、
そ
の
結
果
、
帝
国
美
術
院
に
在
野
美
術
団
体
の
権
威
者
を
加
え
た
「
挙
国
一
致
」
美

術
院
の
構
想
と
な
っ
た
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。

　
し
か
し
、
改
革
を
新
聞
の
発
表
で
初
め
て
知
っ
た
旧
会
員
や
在
野
各
団
体
は
極
度
に
憤
慨
し
、
洋

画
壇
は
反
帝
展
で
結
束
を
固
め
た
。
改
組
第
一
回
展
は
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
二
月
か
ら
開
催

さ
れ
た
が
、
当
局
の
義
理
立
て
の
た
め
多
数
の
会
員
は
出
品
し
た
も
の
の
、
階
級
に
分
け
て
の
無
鑑

査
に
反
発
し
た
墨
仙
、
蕉
琴
を
は
じ
め
と
す
る
無
鑑
査
中
堅
作
家
は
一
致
し
て
不
出
品
で
あ
っ
た
。

よ
っ
て
、
無
鑑
査
出
品
は
京
都
側
の
帝
展
系
と
院
展
系
が
芸
術
至
上
主
義
で
戦
い
、
マ
ン
ネ
リ
ズ
ム

が
排
撃
さ
れ
た
こ
と
は
評
価
さ
れ
た
。
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改
組
帝
展
に
不
参
加
の
墨
仙
は
一
九
三
六
（
昭
和
十
一
）
年
三
月
五
日
付
『
読
売
東
京
』
朝
刊
に

感
想
を
載
せ
た
。「
改
組
に
依
っ
て
無
鑑
査
を
排
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
さ
ぞ
か
し
、
よ
い
も
の
ば

か
り
が
列
ん
で
い
る
と
思
っ
た
が
、
悪
い
も
の
が
百
点
以
上
あ
る
」
と
辛
口
で
あ
る
一
方
、
院
展
作

家
の
横
山
大
観
、
安
田
靫
彦
お
よ
び
、
帝
展
作
家
の
橋
本
関
雪
の
力
作
に
賛
辞
を
贈
っ
た
。

　
帝
展
は
無
鑑
査
作
家
の
反
発
も
あ
り
、
そ
の
年
の
う
ち
に
平
生
釟
三
郎
文
相
の
下
で
再
改
組
さ
れ
、

十
月
の
展
覧
会
（
文
展
）
で
は
実
績
の
あ
る
作
家
は
招
待
と
し
た
。
し
ば
ら
く
官
展
と
距
離
を
お
い

て
い
た
墨
仙
は
、
そ
の
処
置
に
納
得
が
い
っ
た
の
か
、
招
待
展
に
諸
葛
孔
明
を
描
い
た
《
出
師
表
》

を
出
品
し
た
。
以
後
、
歴
史
的
人
物
の
傑
作
が
生
み
出
さ
れ
て
い
く
。

　
墨
仙
は
病
気
で
筆
を
と
れ
な
い
日
々
を
挟
み
な
が
ら
も
、
一
九
三
八
（
昭
和
十
三
）
年
第
二
回
新

文
展
、
四
一
（
昭
和
十
六
）
年
第
四
回
新
文
展
、
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
第
五
回
新
文
展
に
無
鑑
査
、

も
し
く
は
審
査
員
と
し
て
歴
史
人
物
画
を
出
品
、
い
ず
れ
も
人
格
表
現
が
優
れ
て
い
る
と
の
絶
賛
を

得
、
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
の
出
品
作
《
山
鹿
素
行
先
生
》
で
は
日
本
画
部
門
初
の
帝
国
芸
術

院
賞
を
受
賞
し
た
。

　

墨
仙
が
蕉
琴
に
送
っ
た
最
後
の
書
簡
（
六
月
四
日
付
）
は
、、
新
文
展
の
審
査
員
に
選
出
さ
れ
た

十
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に
、
そ
の
意
気
込
み
を
語
っ
た
も
の
で
あ
る
。「
何
分
近
年
増
々
変
な

日
本
画
が
流
行
す
る
や
う
に
な
つ
た
の
で
冥
土
の
土
産
に
と　
ち
ょ
い
と
仲
間
入
り
し
て
鑑
査
の
手

伝
を
せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら
お
受
け
ハ
し
た
が
何
等
働
き
甲
斐
な
き
こ
と
ゝ
知
り
な
が
ら
尽
せ

る
だ
け
は
力
む
で
見
な
け
れ
バ
な
る
ま
い
が
」
と
、
こ
れ
か
ら
の
官
展
の
気
風
を
作
る
こ
と
に
つ
い

て
意
欲
的
で
あ
っ
た
。

三
　
無
鑑
査
批
判
の
背
景
と
墨
仙

　
老
い
て
な
お
気
骨
の
あ
る
充
実
の
作
を
残
し
、
高
潔
な
人
格
か
ら
尊
敬
を
集
め
た
墨
仙
で
あ
る
が
、

無
鑑
査
の
作
家
で
あ
る
こ
と
は
世
間
に
十
把
一
絡
げ
で
非
難
さ
れ
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
当
時
官
展

出
品
作
の
多
数
を
占
め
た
無
鑑
査
作
品
の
な
か
に
は
惰
性
に
陥
っ
た
、「
帝
展
の
癌
」（
注
四
）
と
も

言
わ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
は
是
非
と
も
排
除
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
も
事
実
で
あ
る
。

ま
た
、
若
い
世
代
に
見
ら
れ
る
西
洋
趣
味
を
取
り
入
れ
た
斬
新
な
絵
が
台
頭
し
、
こ
れ
ら
を
求
め
る

時
代
の
流
れ
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
年
を
経
て
深
ま
る
精
神
性
や
熟
練
の
筆
さ
ば
き
を
古
臭
い
も
の

と
し
て
見
逃
し
て
し
ま
う
の
は
、
惜
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
墨
仙
は
蕉
琴
と
と
も
に
無
鑑
査
作
家
の

誇
り
を
も
っ
て
奔
走
し
、
あ
ら
ゆ
る
主
義
主
張
を
受
容
す
る
「
大
な
る
使
命
を
有
す
る
公
器
」
た
る

官
展
を
求
め
た
。
制
作
に
お
い
て
は
誰
も
が
認
め
ざ
る
を
得
な
い
よ
う
な
作
品
で
挟
持
を
示
し
た
。

福
島
県
立
美
術
館
寄
託
の
書
簡
は
、
無
鑑
査
作
家
側
か
ら
見
た
戦
前
の
官
展
事
情
、
そ
し
て
作
家
に

寄
り
添
う
妻
の
献
身
を
伝
え
て
く
れ
る
。

四
　
お
わ
り
に

　
福
井
出
身
の
日
本
画
家
、
島
田
墨
仙
の
展
覧
会
を
当
館
で
開
催
し
た
二
〇
一
一
（
平
成
二
三
）
年

は
東
日
本
大
震
災
が
発
生
し
た
年
で
あ
っ
た
。

　
震
災
で
最
も
深
刻
な
被
害
を
受
け
た
福
島
県
は
、
墨
仙
と
縁
の
深
い
場
所
で
あ
る
。
墨
仙
は
三
十

代
の
殆
ど
を
福
島
県
で
教
師
と
し
て
過
ご
し
、
陸
奥
国
会
津
（
現
福
島
県
会
津
若
松
市
）
出
身
の
兵

学
者・山
鹿
素
行
を
好
ん
で
描
い
た
。
晩
年
の
代
表
作
、帝
国
芸
術
院
賞
受
賞
作
も
《
山
鹿
素
行
先
生
》

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
志
を
同
じ
く
し
た
友
人
も
偶
然
な
が
ら
福
島
出
身
の
勝
田
蕉
琴
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
私
と
し
て
は
蕉
琴
夫
妻
宛
の
書
簡
の
精
読
を
進
め
て
彼
等
の
交
流
や
背
景
を
読
み
解
く
こ
と
に

つ
い
て
、
展
覧
会
が
終
っ
て
か
ら
こ
の
四
年
余
り
の
間
、
心
の
内
で
願
い
続
け
て
い
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
墨
仙
の
古
風
な
言
い
回
し
や
達
筆
な
筆
跡
に
遅
々
と
し
て
解
読
は
進
ま
ず
、
多

く
の
方
々
の
ご
教
示
、
ご
協
力
な
し
に
は
到
底
終
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
ま
た
、
書
簡
の
閲

覧
利
用
を
許
し
て
い
た
だ
い
た
勝
田
家
の
ご
遺
族
様
、
あ
ら
ゆ
る
便
宜
を
図
っ
て
頂
い
た
福
島
県
立

美
術
館
の
増
渕
鏡
子
氏
の
ご
好
意
に
つ
い
て
特
筆
し
、
こ
こ
に
深
く
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。

（
注
一
）「『
帝
展
』
座
談
会
」『
東
京
日
々
新
聞
』
昭
和
七
年
十
月
二
四
〜
二
九
日
、『
日
展
史
』
10
巻
所
収

（
注
二
）「
第
十
三
回
帝
展
（
一
部
）
成
績
に
關
す
る
具
申
書
」
福
島
県
立
美
術
館
寄
託
資
料

（
注
三
）
注
二
の
同
資
料
に
記
述
あ
り

（
注
四
）『
東
京
朝
日
新
聞
』
昭
和
十
年
五
月
三
十
一
日
付

【
参
考
文
献
】

『
日
展
史
』
８
〜
11
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
五
八
年

『
日
展
史
』
12
〜
14
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
五
九
年

『
日
展
史
』
15
巻　
日
展　
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
六
十
年

『
日
展
史
』
16
巻　
日
展
史
編
纂
委
員
会　
光
琳
社　
昭
和
六
二
年

『
反
骨
の
日
本
画
家　
勝
田
蕉
琴
展
」
図
録　
福
島
県
立
美
術
館　
平
成
十
年

『
島
田
墨
仙
』
展
図
録　
福
井
県
立
美
術
館　
平
成
二
三
年

※
文
中
に
出
典
掲
載
の
も
の
は
省
略
し
た
。
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島田墨仙と勝田蕉琴年譜　昭和 3年～昭和 21 年

※年譜は手紙の書かれた時期の官展出品情報を中心とし、その他の展覧会情報を省略。
　『島田墨仙』図録（福井県立美術館、平成 23年）、『勝田蕉琴展』図録（福島県立美術館、平成 10年）を参照し、適時関連事項を付け加えた。
※（審）は審査員、（元審）は元審査員、（無）は無鑑査、（元委員）は元展覧会委員。これらはいずれも鑑査外出品資格者となる。
　 西暦 和暦 作家名 年齢 官展情報を中心とする年譜
1928 昭和 3 ― ― 10 月、第 9回帝展開催。

墨仙 61 第９回帝展審査員になる。10 月、第 9回帝展に《李耳》（審）出品。日本南画院７回展に《蕉逐雄辨》
を出品。

蕉琴 49 ２月 24 ～ 28 日、三越で初の個展。３月、久邇宮家新御殿襖絵《磯千鳥》４面を描く。6月、パリ
日本美術展に《玉子と玉葱》を出品。10 月、第 9回帝展に《喬松蒼鷹》（元委員）を出品。

1929 昭和４ ― ― 10 月、第 10 回帝展開催。
墨仙 62 ２月４日、カタル性黄疸に肝臓炎盲腸周囲炎等を併発、一時は危篤状態となる。６月頃、床払いを

するものの、衰弱はとれない。６月 12日付（書簡 1）で蕉琴の帝展審査員任命を祝う。６月 23日付（書
簡 2）で蕉琴に見舞いの礼と床払いの報告。６月 26 日付（書簡 3）で蕉琴からの回復祝いの礼。初
秋にローマ日本美術展のため《秋夕》（当館蔵）を制作。11 月 26 日付（書簡 4）で全快の報告と蕉
琴に内祝いを贈る。

蕉琴 50 ６月11日、第10回帝展審査員になる。10月、第10回帝展に《海濤図》（審）を出品。10月 26日～10月、
日支現代絵画展開催のため、長崎から中国へ渡る。

1930 昭和 5 ― ― 10 月、第 11 回帝展開催。
墨仙 63 ４月、ローマ日本美術展に《秋夕》を出品。８月、明治神宮絵画館壁画《王政復古》の本制作に入る。

久邇宮家新御殿襖絵《知音》（当館蔵）４面を完成させる。
蕉琴 51 ４月、ローマ日本美術展に《霜之朝》《栗鼠》を出品。7月、伯林日本画展出品公開に《鯉魚》を出品。

10 月、第 4回台湾美術展審査員として台湾へ渡る。
1931 昭和 6 ― ― 10 月、第 12 回帝展開催。

墨仙 64 ３月 14 日、明治神宮絵画館壁画《王政復古》完成。22 日に納める。８月、トレドー日本美術展出
品作品展に《驟雨》を出品。９月、日本南画院第 10 回展に《竹林七賢》《犬》を出品。10 月、第 12
回帝展に《廓然無聖》（元委員）を出品。

蕉琴 52 １月、伯林日本画展に《鯉魚》を出品する。８月、トレドー日本美術展出品作品展に《啄木鳥》を出品。
10 月、第 12 回帝展に《磯なぎ》（元委員）を出品。

1932 昭和 7 ― ― 10 月、第 13 回帝展開催。例年より極度の厳選主義であること、一般入選の厳選に対して無鑑査作
品が多いことに批判が出る。また、無鑑査作品を集めた２室が特設される。10 月 24 日～ 29 日にか
けて、『東京日々新聞』に帝展審査員による座談会の特集、この内容が墨仙、蕉琴が翌年具申書を出
すきっかけとなる。

墨仙 65 12 月、帝展第一部の厳選について、提案の文章を『アトリエ』９巻 12 号に載せる。
蕉琴 53 10 月、第 13 回帝展に《湖頭》（元審）を出品。

1933 昭和 8 ― ― ２月６日、帝展出品作の陳列で無監査室が特設されたことや審査員の放言に対して、帝展無鑑査作
家で構成する双松倶楽部の墨仙、蕉琴、水上泰生が連名で「第十三回帝展の成績に関する具申書」
を正木直彦帝国美術院長に提出。２月 20 日、帝国美術院常議委員次会で墨仙等の提出した具申書に
より、昨年の帝展の厳選と無鑑査出品の差別待遇問題が協議されるが、未決のまま持ち越される。（『日
展史』）
「島田、水上、勝田の三氏は、何れも現代日本畫壇に重きを為すの人格者であり、日本美術の向上發
達を念として、常に献身的努力を拂はれつゝある人であるから、その献言は必ずや、帝展の現状を
慨し、将来を憂ひ、その革正をうながしたものであったであらうと推察する。」（『アトリエ』10 巻４号）
10 月、第 14 回帝展開催。

墨仙 66 2 月 19 日付（書簡 5）で蕉琴からのねぎらいに対して返事。第 14 回帝展に《出山釈迦》（元審）を出品。
12 月 23 日、皇太子誕生の日に御所より作品奉納の用命、29 日に《屈原》の画題が与えられる。

蕉琴 54 10 月、第 14 回帝展に《鷲》（元審）を出品。
1934 昭和 9 ― ― 10 月、第 15 回帝展開催。

墨仙 67 5 月１日付（書簡 6）で蕉琴宅訪問の予約。６月下旬、御所への献上画《屈原》完成。日本南画院第
13 回展に《山科閑居》、10 月、第 15 回帝展に《王妃舞》（元審）を出品。

蕉琴 55 ６月、福島県教育会からの依頼の阿武隈艦献納画完成。
1935 昭和 10 ― ― 5月 28 日、松田源治文省が美術界の挙国体制に乗り出し、在野美術界から帝国美術院の新会員を迎

え組織を改革する。
６月２日、墨仙、蕉琴の所属する双松倶楽部が緊急に会合を開く（『中外商業』夕刊）、旧帝展の無
鑑査資格の存続を要望し、新帝展で倶楽部の一人でも無鑑査の資格を失うことがあれば全員新帝展
無鑑査の資格を拒絶することを申し合わせる（『日展史』）
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墨仙 68 2 月 10 日付（書簡 7）、妻節衣子から蕉琴の妻米子へ薬をもらったことへの礼状。
1936 昭和 11 ― ― ２月、改組第 1回帝展開催。第一部会はじめ反帝展系諸団体が不出品。

２月 22 日、会員以下無鑑査級の出品について「会員は当局への義理立てのためかなり出品している
が、中堅級はほとんど帝展に熱情ないことを如実に現し、初帝展を「量より質」なりと称した当局
の言も裏書きされなかった結果となった」とある。（『東京朝日』）
10 月、文展鑑査展、および文展招待展開催。

墨仙 69 ２月、二・二六事件に同郷の内閣総理大臣岡田啓介が襲われる。墨仙は今後の日本の外交や戦争を
憂いて、しばらく絵が描けなくなる。（『塔影』12 巻６号）
３月５日、改組により無鑑査を排した帝展についての批評「帝展評（３）改組の意義薄し　観るべ
きは大観、靫彦、關雪」を発表。（『読売東京』朝刊５頁）
10 月、文展招待展に《出

すいしひょう

師表》（招待者は鑑査外）を出品。
「現下の重大な時局に感ずるところ」があったため、諸葛孔明が北伐に向かう前に、皇帝劉禅に奉っ
た上奏文を書いている様子、〈出

すいしひょう

師表〉を描き、文展に出品した。」（『塔影』12 巻 12 号）
1937 昭和 12 ― ― 7月、日中戦争勃発。

10 月、第 1回新文展を開催。無鑑査の範囲を昨年の文展招待展の招待者、および文部大臣賞を得た
ものを本年限りとした。

墨仙 70 日中戦争の報を聞き、陸軍に数百円と日本画１点を献じる。3月 24 日付（書簡 8）で蕉琴の長男の
結婚式での饗応を謝す。

蕉琴 58 3 月 23 日、長男守一が結婚。
1938 昭和 13 ― ― 10 月、第 2回新文展開催。

墨仙 71 10 月、第２回新文展に《東湖先生と橋本左内》（無）を出品。
1939 昭和 14 ― ― 10 月、第 3回新文展、日本美術院の出品は皆無（『日展史』）

墨仙 72 高田早苗夫妻の肖像画を制作。
蕉琴 60 10 月、第 3回新文展に《仔牛》（無）を出品。

1940 昭和 15 ― ― この年は紀元 2600 年を記念し、文展を中止して「紀元二千六百年奉祝美術展覧会」を開催。
墨仙 73 1 月 18 日付（書簡 9）で蕉琴に礼状。「四月下旬より全身リューマチで臥床、最近経過やゝ良好だが

来春迄執筆不可能の由」（『塔影』16 巻７号）
蕉琴 61 紀元二千六百年奉祝美術展覧会に《白尨》出品。

1941 昭和 16 ― ― 5 月、第 4回文展の出品において、無鑑査は帝国芸術院会員を除いて 764 名の多数となったため、
文部省発表の無鑑査名簿の奇数番号該当者のみ、本年度の招待者とし、偶数番号者は翌年の招待者
となる（『日展史』）
10 月、第 4回新文展開催。

墨仙 74 病気が回復する。《菅公図》を松戸神社に奉納。４千円と日本画１点を海軍に献納。10 月、第４回
新文展に《塙保己一》（無）を出品。

蕉琴 62 10 月、第 4回新文展に《玄豹》（無）を出品。
1942 昭和 17 ― ― 5月21日、第5回新文展審査員に墨仙を含む60名が発表される。10月、第5回新文展開催。（『日展史』）

墨仙 75 3 月、日本画家報国会軍用機献納作品展に《書聖道風》出品。6月 4 日付（書簡 10）で蕉琴に新文
展審査の意気込みを伝える。第５回新文展に《山鹿素行先生》（審）出品。

蕉琴 63 3 月、日本画家報国会軍用機献納作品展に《巣籠》出品。
1943 昭和 18 ― ― 4月 9日、第 2回帝国芸術院賞受賞者を正式発表。第 1部美術受賞者島田墨仙・宮本三郎・古賀忠雄・

吉田源十郎、5月に授賞式。10 月、第 6回新文展開催。（『日展史』）
墨仙 ― 2月、病床に就く。4月、《山鹿素行先生》で帝国芸術院賞受賞。7月 9日、胃癌のため 7月 9日逝去。
蕉琴 64 10 月、第６回新文展に《夏の夕》（元審）を出品。この年から昭和 24 年まで福島県本宮町蛇の鼻の

伊藤幟別荘に疎開する。
1945 昭和 19 ― ― 9月 11 日、日本画家荒木十畝没。11 月、文展に代わり文部省戦時特別美術展覧会開催。（『日展史』）

蕉琴 65 11 月、文部省戦時特別美術展覧会に《雲海朝陽》を出品。
1945 昭和 20 ― ― 5月 25 日未明、空爆で東京の自宅が焼失。墨仙の妻節衣子は軽井沢の別邸で暮らす。
1946 昭和 21 ― ― 3月、第 1回日展開催。

墨仙
（節衣子）

― 3月、第 1回日展に墨仙の妻節衣子が夫の画友たちの消息を求めて上京して観覧。8月 26 日付（書
簡 11）で節衣子、蕉琴から墨仙作品の箱書の連絡を受けて返事を書く。

蕉琴 67 ３月、第 1回日展に《慈愛》（元審）を出品。
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島田墨仙と勝田蕉琴年譜　昭和 3年～昭和 21 年

※年譜は手紙の書かれた時期の官展出品情報を中心とし、その他の展覧会情報を省略。
　『島田墨仙』図録（福井県立美術館、平成 23年）、『勝田蕉琴展』図録（福島県立美術館、平成 10年）を参照し、適時関連事項を付け加えた。
※（審）は審査員、（元審）は元審査員、（無）は無鑑査、（元委員）は元展覧会委員。これらはいずれも鑑査外出品資格者となる。
　 西暦 和暦 作家名 年齢 官展情報を中心とする年譜
1928 昭和 3 ― ― 10 月、第 9回帝展開催。

墨仙 61 第９回帝展審査員になる。10 月、第 9回帝展に《李耳》（審）出品。日本南画院７回展に《蕉逐雄辨》
を出品。

蕉琴 49 ２月 24 ～ 28 日、三越で初の個展。３月、久邇宮家新御殿襖絵《磯千鳥》４面を描く。6月、パリ
日本美術展に《玉子と玉葱》を出品。10 月、第 9回帝展に《喬松蒼鷹》（元委員）を出品。

1929 昭和４ ― ― 10 月、第 10 回帝展開催。
墨仙 62 ２月４日、カタル性黄疸に肝臓炎盲腸周囲炎等を併発、一時は危篤状態となる。６月頃、床払いを

するものの、衰弱はとれない。６月 12日付（書簡 1）で蕉琴の帝展審査員任命を祝う。６月 23日付（書
簡 2）で蕉琴に見舞いの礼と床払いの報告。６月 26 日付（書簡 3）で蕉琴からの回復祝いの礼。初
秋にローマ日本美術展のため《秋夕》（当館蔵）を制作。11 月 26 日付（書簡 4）で全快の報告と蕉
琴に内祝いを贈る。

蕉琴 50 ６月11日、第10回帝展審査員になる。10月、第10回帝展に《海濤図》（審）を出品。10月 26日～10月、
日支現代絵画展開催のため、長崎から中国へ渡る。

1930 昭和 5 ― ― 10 月、第 11 回帝展開催。
墨仙 63 ４月、ローマ日本美術展に《秋夕》を出品。８月、明治神宮絵画館壁画《王政復古》の本制作に入る。

久邇宮家新御殿襖絵《知音》（当館蔵）４面を完成させる。
蕉琴 51 ４月、ローマ日本美術展に《霜之朝》《栗鼠》を出品。7月、伯林日本画展出品公開に《鯉魚》を出品。

10 月、第 4回台湾美術展審査員として台湾へ渡る。
1931 昭和 6 ― ― 10 月、第 12 回帝展開催。

墨仙 64 ３月 14 日、明治神宮絵画館壁画《王政復古》完成。22 日に納める。８月、トレドー日本美術展出
品作品展に《驟雨》を出品。９月、日本南画院第 10 回展に《竹林七賢》《犬》を出品。10 月、第 12
回帝展に《廓然無聖》（元委員）を出品。

蕉琴 52 １月、伯林日本画展に《鯉魚》を出品する。８月、トレドー日本美術展出品作品展に《啄木鳥》を出品。
10 月、第 12 回帝展に《磯なぎ》（元委員）を出品。

1932 昭和 7 ― ― 10 月、第 13 回帝展開催。例年より極度の厳選主義であること、一般入選の厳選に対して無鑑査作
品が多いことに批判が出る。また、無鑑査作品を集めた２室が特設される。10 月 24 日～ 29 日にか
けて、『東京日々新聞』に帝展審査員による座談会の特集、この内容が墨仙、蕉琴が翌年具申書を出
すきっかけとなる。

墨仙 65 12 月、帝展第一部の厳選について、提案の文章を『アトリエ』９巻 12 号に載せる。
蕉琴 53 10 月、第 13 回帝展に《湖頭》（元審）を出品。

1933 昭和 8 ― ― ２月６日、帝展出品作の陳列で無監査室が特設されたことや審査員の放言に対して、帝展無鑑査作
家で構成する双松倶楽部の墨仙、蕉琴、水上泰生が連名で「第十三回帝展の成績に関する具申書」
を正木直彦帝国美術院長に提出。２月 20 日、帝国美術院常議委員次会で墨仙等の提出した具申書に
より、昨年の帝展の厳選と無鑑査出品の差別待遇問題が協議されるが、未決のまま持ち越される。（『日
展史』）
「島田、水上、勝田の三氏は、何れも現代日本畫壇に重きを為すの人格者であり、日本美術の向上發
達を念として、常に献身的努力を拂はれつゝある人であるから、その献言は必ずや、帝展の現状を
慨し、将来を憂ひ、その革正をうながしたものであったであらうと推察する。」（『アトリエ』10 巻４号）
10 月、第 14 回帝展開催。

墨仙 66 2 月 19 日付（書簡 5）で蕉琴からのねぎらいに対して返事。第 14 回帝展に《出山釈迦》（元審）を出品。
12 月 23 日、皇太子誕生の日に御所より作品奉納の用命、29 日に《屈原》の画題が与えられる。

蕉琴 54 10 月、第 14 回帝展に《鷲》（元審）を出品。
1934 昭和 9 ― ― 10 月、第 15 回帝展開催。

墨仙 67 5 月１日付（書簡 6）で蕉琴宅訪問の予約。６月下旬、御所への献上画《屈原》完成。日本南画院第
13 回展に《山科閑居》、10 月、第 15 回帝展に《王妃舞》（元審）を出品。

蕉琴 55 ６月、福島県教育会からの依頼の阿武隈艦献納画完成。
1935 昭和 10 ― ― 5月 28 日、松田源治文省が美術界の挙国体制に乗り出し、在野美術界から帝国美術院の新会員を迎

え組織を改革する。
６月２日、墨仙、蕉琴の所属する双松倶楽部が緊急に会合を開く（『中外商業』夕刊）、旧帝展の無
鑑査資格の存続を要望し、新帝展で倶楽部の一人でも無鑑査の資格を失うことがあれば全員新帝展
無鑑査の資格を拒絶することを申し合わせる（『日展史』）
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。
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て
漸よ
う
やく

全
快
仕
候
間
他
事
な
が
ら

御
休
神
一
被な
し
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

成
下
度
候　

　
　
　
　
　
　
　

就
て
ハ

此
品
粗
末
然
候
へ
と
も

内
祝
の
印
迄
に
御
覧
に

　
　
　
　
　
　
　

入
れ

候
間
御
笑
納
被な
し
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

成
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
ハ

延
引
な
が
ら

　
　
　
　

御
挨
拶

申
上
度
如
此
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
四
年

　

十
一
月

　
　
　

廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　

島
田
豐

勝
田
蕉
琴
様

一　

休
神　

安
心
す
る
こ
と
。

４
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
４
年
11
月
26
日
付

（
封
筒
表
）
勝
田
蕉
琴
様

（
封
筒
裏
）
島
田
豐

　
墨
仙
が「
全
快
」し
た
の
は
十
一
月
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
切
手
も
な
い
の
で
、
直

接
会
い
に
行
っ
て
内
祝
の
品
と
一
緒
に
渡

し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
年
は
さ
す
が
に
展
覧
会
出
品
を
控

え
た
よ
う
だ
が
、ロ
ー
マ
日
本
美
術
展（
昭

和
五
年
）
の
た
め
の
《
秋
夕
》（
当
館
蔵
）

を
初
秋
に
制
作
し
た
こ
と
が
、
作
品
箱
裏

の「
昭
和
四
年
孟
秌
」か
ら
読
み
取
れ
る
。

歴
史
人
物
画
を
専
ら
に
す
る
墨
仙
が
、
あ

え
て
禽
獣
画
を
描
い
た
の
は
、
海
外
の
人

に
も
理
解
し
や
す
い
画
題
を
念
頭
に
置
い

た
た
め
だ
ろ
う
。

島
田
墨
仙
《
秋
夕
》
昭
和
四
年

※
作
品
箱
裏
に「
昭
和
四
年
孟
秌
」と
あ
り
、初
秋（
陰

暦
七
月
）
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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３
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
７
年
以
前　

６
月
26
日
付

（
封
筒
表
）
市
外
巣
鴨
西
ヶ
原
七
一

勝
田
蕉
琴
様　

（
封
筒
裏
）
荏
原
町
中
延
一
〇
七
一

六
月
廿
六
日　

島
田
墨
仙

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

品
川　

□
．
６
．
26　

后
６
―
８

※
墨
仙
の
自
宅
が
あ
っ
た
荏
原
区
（
現
在
の
品
川

区
）
は
昭
和
７
年
９
月
ま
で
「
荏
原
町
中
延
」、

10
月
以
降
は
「
荏
原
區
中
延
」、
昭
和
16
年
４
月

頃
か
ら「
荏
原
區
平
塚
町
」と
表
記
さ
れ
る
。
よ
っ

て
、
こ
の
書
簡
は
昭
和
７
年
以
前
。

拝
啓

夏
過
る
も
ま
だ
さ
み
だ
れ
空
の

鬱
陶
敷
候
處
益
御
清
適

事
大
賀
候

扨さ

て
只
今
ハ
回
復
御
祝

ひ
と
し
て
誠
に
重
寳

な
る
御
包
ミ
を
頂
き
何
と
も

痛
ミ
入
る
の
外
な
く
難
有

御
思
召
に
随
ひ
遠
慮
な
く

頂
戴
仕
候　

毎
も
な
が
ら

貴
意
に
か
け
ら
れ
恐
縮

至
極
御
温
情
厚
く
御
禮

申
上
候　

先
ハ
御
受
け
御
挨

拶
迄
如
此
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　

敬
具

　

六
月

　
　

廿
六
日

　
　
　
　
　

島
田
墨
仙　

勝
田
蕉
琴
様

　
手
紙
の
書
か
れ
た
年
は
不
明
だ
が
、
住

所
表
記
か
ら
昭
和
七
年
以
前
で
あ
る
。
ま

た
、
文
意
か
ら
前
回
の
手
紙
（
２
）
の
続

き
の
昭
和
四
年
と
推
定
さ
れ
る
。

　
そ
う
す
る
と
六
月
二
十
三
日
付
の
手
紙

で
墨
仙
の
床
払
い
を
知
っ
た
蕉
琴
が
回
復

祝
い
を
贈
り
、
そ
れ
に
対
し
て
墨
仙
が

二
十
六
日
付
で
礼
状
を
送
っ
た
と
い
う
こ

と
に
な
る
。
そ
の
間
、
た
っ
た
の
四
日
で

あ
る
。
互
い
に
都
内
在
住
で
届
く
の
も
早

か
っ
た
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
反
応

が
早
い
。
幕
末
、
明
治
生
ま
れ
の
義
理
堅

さ
を
垣
間
見
る
よ
う
で
あ
る
。
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拝
啓

晩
秋
之
候
ニ
御
座
候
處

益
御
清
祥
大
慶

　
　
　
　
　

此
事
ニ

　
　
　
　
　
　

奉
存
候

陳
ハ
私
病
気
之
節
ハ

何
よ
り
重
寳
な
る
御
品
を

頂
き
御
芳
情
之
程

　
　
　
　
　
　

衷
心

よ
り
深
謝
に
不た
え
ず堪

御
厚こ

う
れ
い禮

申
上
候　

御
蔭
を
以
て
漸よ
う
やく

全
快
仕
候
間
他
事
な
が
ら

御
休
神
一
被な

し
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

成
下
度
候　

　
　
　
　
　
　
　

就
て
ハ

此
品
粗
末
然
候
へ
と
も

内
祝
の
印
迄
に
御
覧
に

　
　
　
　
　
　
　

入
れ

候
間
御
笑
納
被な
し
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

成
下
度
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　

先
ハ

延
引
な
が
ら

　
　
　
　

御
挨
拶

申
上
度
如
此
ニ
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　

敬
具

昭
和
四
年

　

十
一
月

　
　
　

廿
六
日

　
　
　
　
　
　
　

島
田
豐

勝
田
蕉
琴
様

一　

休
神　

安
心
す
る
こ
と
。

４
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
４
年
11
月
26
日
付

（
封
筒
表
）
勝
田
蕉
琴
様

（
封
筒
裏
）
島
田
豐

　
墨
仙
が「
全
快
」し
た
の
は
十
一
月
だ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
切
手
も
な
い
の
で
、
直

接
会
い
に
行
っ
て
内
祝
の
品
と
一
緒
に
渡

し
た
の
だ
ろ
う
。

　
こ
の
年
は
さ
す
が
に
展
覧
会
出
品
を
控

え
た
よ
う
だ
が
、ロ
ー
マ
日
本
美
術
展（
昭

和
五
年
）
の
た
め
の
《
秋
夕
》（
当
館
蔵
）

を
初
秋
に
制
作
し
た
こ
と
が
、
作
品
箱
裏

の「
昭
和
四
年
孟
秌
」か
ら
読
み
取
れ
る
。

歴
史
人
物
画
を
専
ら
に
す
る
墨
仙
が
、
あ

え
て
禽
獣
画
を
描
い
た
の
は
、
海
外
の
人

に
も
理
解
し
や
す
い
画
題
を
念
頭
に
置
い

た
た
め
だ
ろ
う
。

島
田
墨
仙
《
秋
夕
》
昭
和
四
年

※
作
品
箱
裏
に「
昭
和
四
年
孟
秌
」と
あ
り
、初
秋（
陰

暦
七
月
）
に
制
作
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る
。
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拝
啓

貴き
か
ん
く
ん
し
ょ
う

翰
薫
誦　

陳の
ぶ
れ
ば者
去
秋

以
来
駑ど
ざ
い材
一
驥き

び尾
に

附
し
二
て
聊い

さ
さか

奔
走
致
候
事

に
對
し
て
特
に
御
懇
篤

な
る
御
挨
拶
に
預
か
り

却
て
恐
縮
之
至
に
候

　
　
　
　
　
　
　

元
来

誰
彼
の
為
と
い
ふ
で
も

な
く
所
詮
は
自
己

心
中
の
仕
事
に
過
ぎ

ず
候
へ
ば
御
示
諭
の

如
き
敢
て
當
ら
ざ
る

所
に
候
へ
ど
も
萬
一
多
少

な
り
と
も
藝
術
界
の
廓か
く

清せ
い
三
に
資
す
る
こ
と
あ
り
と

せ
ば
実
に
望
外
の

大
幸
に
し
て
お
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　

徒と

為い
四
な
ら
ざ
り
し
を
欣
快

と
す
べ
き
の
ミ 

そ
は

　
　
　
　
　
　
　

と
も

か
く
労
肩
始
め
て

　
　
　
　
　
　

軽

き
を
覚
え
候
事 

御
同

慶
に
有こ
れ
あ
り之 

賜
畫
即

時
御
回
報
可も
う
し
あ
ぐ
べ
く

申
上
候
處

掉ち
ょ
う
び尾
五
の
運
動
に

　
　
　
　
　

於
て

何
處
の
風
神
に

　
　
　
　
　

憑

　
　
　
　
　

 

か
れ

候
も
の
に
や 

帰
来
小
病

延
引
致
候
段
御
海か

い
じ
ょ恕

　
　
　
　
　
　
　

被く
だ
さ
れ下

度た
く
そ
う
ろ
う候 

先
は
粗
筆

御
受
の
ミ
如
か
く
の
ご
と
く
此
に
御
座
候

時
下
餘よ
か
ん
り
ょ
う
し
ょ
う

寒
料
峭
六
切
に

御
自
愛
の
程
祈
上
候　
　
　

　
　
　
　
　
　

御
返
事

　

二
月
十
九
日

　
　
　
　

島
田
墨
仙

勝
田
蕉
琴
大
兄　

　
　
　
　

侍
史

一　

駑
材
（
愚
か
な
才
能
）

二　

驥
尾
に
付
く
（﹇
史
記
・
伯
夷
伝
﹈
青
蠅
が

　
　

駿
馬
の
尾
に
付
い
て
遠
く
千
里
も
行
く
よ
う

　
　

に
、
後
進
者
が
す
ぐ
れ
た
先
進
者
の
後
を
見

　
　

習
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
例
え
）

三　

廊
清
（
積
年
の
害
を
除
い
て
清
め
る
こ
と
）

四　

徒
為
（
無
駄
な
行
為
）

五　

掉
尾
（
最
後
）

六　

餘
寒
料
峭
（
寒
が
あ
け
て
も
春
風
が
皮
膚
に

　
　

寒
く
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
）

２

３
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１

５
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
８
年
２
月
19
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
の
川
區
西
ケ
原
七
一

勝
田
蕉
琴
様　

　
　
　
　

侍
史　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
一
〇
七
一

　
　
　
　
　

島
田
墨
仙

二
月
十
九
日

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

８
．
２
．
19　

后
４̶
８

拝
啓

貴き
か
ん
く
ん
し
ょ
う

翰
薫
誦　

陳の
ぶ
れ
ば者

去
秋

以
来
駑ど
ざ
い材
一
驥き

び尾
に

附
し
二
て
聊い

さ
さか

奔
走
致
候
事

に
對
し
て
特
に
御
懇
篤

な
る
御
挨
拶
に
預
か
り

却
て
恐
縮
之
至
に
候

　
　
　
　
　
　
　

元
来

誰
彼
の
為
と
い
ふ
で
も

な
く
所
詮
は
自
己

心
中
の
仕
事
に
過
ぎ

ず
候
へ
ば
御
示
諭
の

如
き
敢
て
當
ら
ざ
る

所
に
候
へ
ど
も
萬
一
多
少

な
り
と
も
藝
術
界
の
廓か
く

清せ
い
三
に
資
す
る
こ
と
あ
り
と

せ
ば
実
に
望
外
の

大
幸
に
し
て
お
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　

徒と

為い
四
な
ら
ざ
り
し
を
欣
快

と
す
べ
き
の
ミ 

そ
は

　
　
　
　
　
　
　

と
も

か
く
労
肩
始
め
て

　
　
　
　
　
　

軽

き
を
覚
え
候
事 

御
同

慶
に
有こ
れ
あ
り之 

賜
畫
即

時
御
回
報
可も
う
し
あ
ぐ
べ
く

申
上
候
處

掉ち
ょ
う
び尾
五
の
運
動
に

　
　
　
　
　

於
て

何
處
の
風
神
に

　
　
　
　
　

憑

　
　
　
　
　

 

か
れ

候
も
の
に
や 

帰
来
小
病

延
引
致
候
段
御
海か
い
じ
ょ恕

　
　
　
　
　
　
　

被く
だ
さ
れ下

度た
く
そ
う
ろ
う候 

先
は
粗
筆

御
受
の
ミ
如
か
く
の
ご
と
く
此
に
御
座
候

時
下
餘よ
か
ん
り
ょ
う
し
ょ
う

寒
料
峭
六
切
に

御
自
愛
の
程
祈
上
候　
　
　

　
　
　
　
　
　

御
返
事

　

二
月
十
九
日

　
　
　
　

島
田
墨
仙

勝
田
蕉
琴
大
兄　

　
　
　
　

侍
史

一　

駑
材
（
愚
か
な
才
能
）

二　

驥
尾
に
付
く
（﹇
史
記
・
伯
夷
伝
﹈
青
蠅
が

　
　

駿
馬
の
尾
に
付
い
て
遠
く
千
里
も
行
く
よ
う

　
　

に
、
後
進
者
が
す
ぐ
れ
た
先
進
者
の
後
を
見

　
　

習
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
例
え
）

三　

廊
清
（
積
年
の
害
を
除
い
て
清
め
る
こ
と
）

四　

徒
為
（
無
駄
な
行
為
）

五　

掉
尾
（
最
後
）

六　

餘
寒
料
峭
（
寒
が
あ
け
て
も
春
風
が
皮
膚
に

　
　

寒
く
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
）

　
去
秋
以
来
、
墨
仙
が
奔
走
し
て
い
る
こ

と
と
い
う
の
は
昭
和
七
年
の
帝
展
第
一
部

（
日
本
画
）
の
厳
選
、
お
よ
び
審
査
員
に

よ
っ
て
無
鑑
査
室
に
集
め
ら
れ
た
作
品
が

「
無
鑑
査
の
怪
物
」
な
ど
と
叩
か
れ
悲
惨

な
目
に
あ
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
改
善
を
求

め
た
動
き
の
こ
と
で
あ
る
。

　
墨
仙
は
提
案
の
文
章
を
『
ア
ト
リ
エ
』

九
巻
十
二
号
（
昭
和
七
年
、
詳
細
は
年
譜

に
掲
載
）
に
載
せ
、
こ
の
手
紙
の
一
週
間

前
に
蕉
琴
、
水
上
泰
生
と
連
盟
で
「
第

十
三
回
帝
展
の
成
績
に
対
す
る
具
申
書
」

を
正
木
直
彦
帝
国
美
術
院
長
に
提
出
し
改

善
を
要
求
し
た
。

　
無
鑑
査
の
中
堅
で
人
格
者
と
見
ら
れ
て

い
た
彼
等
の
行
動
は
『
ア
ト
リ
エ
』
十
巻

四
号
（
昭
和
八
年
）
に
よ
れ
ば
「
必
ず
や
、

帝
展
の
現
状
を
慨
し
、
将
来
を
憂
ひ
、
そ

の
革
正
を
う
な
が
し
た
も
の
で
あ
っ
た
で

あ
ら
う
と
推
察
す
る
」
と
、
好
意
的
に
受

け
止
め
ら
れ
た
。
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拝
啓

貴き
か
ん
く
ん
し
ょ
う

翰
薫
誦　

陳の
ぶ
れ
ば者
去
秋

以
来
駑ど
ざ
い材
一
驥き

び尾
に

附
し
二
て
聊い
さ
さか
奔
走
致
候
事

に
對
し
て
特
に
御
懇
篤

な
る
御
挨
拶
に
預
か
り

却
て
恐
縮
之
至
に
候

　
　
　
　
　
　
　

元
来

誰
彼
の
為
と
い
ふ
で
も

な
く
所
詮
は
自
己

心
中
の
仕
事
に
過
ぎ

ず
候
へ
ば
御
示
諭
の

如
き
敢
て
當
ら
ざ
る

所
に
候
へ
ど
も
萬
一
多
少

な
り
と
も
藝
術
界
の
廓か
く

清せ
い
三
に
資
す
る
こ
と
あ
り
と

せ
ば
実
に
望
外
の

大
幸
に
し
て
お
互
に

　
　
　
　
　
　
　
　

徒と

為い
四
な
ら
ざ
り
し
を
欣
快

と
す
べ
き
の
ミ 

そ
は

　
　
　
　
　
　
　

と
も

か
く
労
肩
始
め
て

　
　
　
　
　
　

軽

き
を
覚
え
候
事 

御
同

慶
に
有こ
れ
あ
り之 

賜
畫
即

時
御
回
報
可も
う
し
あ
ぐ
べ
く

申
上
候
處

掉ち
ょ
う
び尾
五
の
運
動
に

　
　
　
　
　

於
て

何
處
の
風
神
に

　
　
　
　
　

憑

　
　
　
　
　

 

か
れ

候
も
の
に
や 

帰
来
小
病

延
引
致
候
段
御
海か

い
じ
ょ恕

　
　
　
　
　
　
　

被く
だ
さ
れ下

度た
く
そ
う
ろ
う候 

先
は
粗
筆

御
受
の
ミ
如
か
く
の
ご
と
く

此
に
御
座
候

時
下
餘よ
か
ん
り
ょ
う
し
ょ
う

寒
料
峭
六
切
に

御
自
愛
の
程
祈
上
候　
　
　

　
　
　
　
　
　

御
返
事

　

二
月
十
九
日

　
　
　
　

島
田
墨
仙

勝
田
蕉
琴
大
兄　

　
　
　
　

侍
史

一　

駑
材
（
愚
か
な
才
能
）

二　

驥
尾
に
付
く
（﹇
史
記
・
伯
夷
伝
﹈
青
蠅
が

　
　

駿
馬
の
尾
に
付
い
て
遠
く
千
里
も
行
く
よ
う

　
　

に
、
後
進
者
が
す
ぐ
れ
た
先
進
者
の
後
を
見

　
　

習
っ
て
行
動
す
る
こ
と
の
例
え
）

三　

廊
清
（
積
年
の
害
を
除
い
て
清
め
る
こ
と
）

四　

徒
為
（
無
駄
な
行
為
）

五　

掉
尾
（
最
後
）

六　

餘
寒
料
峭
（
寒
が
あ
け
て
も
春
風
が
皮
膚
に

　
　

寒
く
感
じ
ら
れ
る
さ
ま
）

２

３

13



７
勝
田
夫
人
宛
島
田
節
衣
子
書
簡

昭
和
10
年
2
月
10
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
区
西
ヶ
原
町
七
一

勝
田
蕉
琴
様
内

　
　

御
奥　

様　

親
展

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

　
　
　
　
　
　

島
田
節
衣
子

二
月
十
日

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

大
□　

10
．
２
．
10　

后
４
―
８

拝
啓　

先
日
ハ
御
寒
さ
き
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
候
に

御
尋
ね
下
さ
い
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　

其
節
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
構

の
御
品
頂
き
誠
ニ
恐
入
申
候

昨
日
ハ
又
御
心
ニ

　
　
　
　
　
　

か
け
ら
れ

得
が
た
き
名
薬
澤
山
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ざ
〳
〵

御
恵
送
成
被
下

　
　
　
　
　

御
親
切
之
程

有
難
く
〳
〵
深
く
御
禮
申
上
候

早
速
拝
味
ニ
預
か
る
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
意

致
居
候 

く
れ
〳
〵
も

　
　
　
　
　
　
　

御
芳
情

　
　
　
　
　
　
　
　

重
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
上
候

乍
末
筆
御
主
人
様

　
　
　
　
　
　

御
病
後

御
寒
の
折
か
ら

　
　
　
　
　

一
層
の

　
　
　
　
　
　
　

御
自
愛

　
　
　
　
　
　
　
　

祈
り
上
候

先
ハ

　

不
取
敢

　
　
　

拙
き

　
　
　
　

筆
ニ
て

　
　
　
　
　

御
禮
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　

二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
節
衣
子

勝
田
御
奥
様

　
　
　

御
許
江

　
　
　

　

長
閑
ニ
相
成
候 

ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と

　

御
遊
び
ニ
御
出
□
□
度

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
候

　
多
く
の
貴
重
な
薬
を
送
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
対
し
て
、
墨
仙
の
妻
節
衣
子
が
勝
田

蕉
琴
の
妻
米
子
に
宛
て
た
礼
状
で
あ
る
。

薬
は
二
月
初
め
に
風
邪
で
引
き
こ
も
っ
て

い
た
墨
仙
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
手
紙
か
ら
は
い
つ
も
控
え
め
で
奥
床
し

い
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
節
衣
子
の
人
柄

が
伝
わ
っ
て
来
る
。
節
衣
子
は
福
井
藩
士

で
か
つ
書
家
の
笹
川
章
門
の
娘
。
跡
見
玉

枝
に
絵
を
学
ぶ
な
ど
芸
術
方
面
へ
の
嗜
み

が
あ
り
、
夫
の
良
き
助
け
手
で
あ
っ
た
。

　
夫
婦
仲
も
良
く
、
若
い
頃
は
福
島
県
い

わ
き
市
の
平
で
「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
ア
ベ
ッ

ク
散
歩
を
し
た
の
は
、
彼
が
最
初
で
な

か
っ
た
ろ
う
か
」
一
と
書
か
れ
、
老
齢
に

な
っ
て
も
「
先
生
と
奥
様
は
世
に
も
美
し

く
睦
ま
じ
い
老
夫
婦
で
ゐ
ら
し
っ
た
の
で

あ
る
」
二
と
書
か
れ
た
。

　
節
衣
子
は
墨
仙
の
作
品
管
理
も
し
て
お

り
、
彼
女
の
手
に
よ
る
箱
書
き
も
多
い
。

一　
『
磐
中
物
語
１
』
磐
中
物
語
刊
行
会

　
　
昭
和
五
十
二
年

二　
「
軽
井
澤
に
於
け
る
島
田
墨
仙
先
生
」

　
　
『
國
画
』
第
三
巻
第
九
号　
昭
和
十
八
年

15

６
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
９
年
５
月
１
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
の
川
區
西
ケ
原
七
一

勝
田
蕉
琴
画
伯　

　
　
　

御
親
展　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

五
月
一
日　

島
田
豐

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

大
□　
９
．
５
．
１　

后
０
―
４

拝
啓

昨
夜
ハ
容
易
な
ら
ぬ
御
配
意
に
預
り

御
陰
ニ
よ
り
萬
事
好
都
合
に
運
び

深
く
感
謝
仕
候

御
禮
旁
々 

そ
の
夜
の
御
勘
定
御

清
算
に
五
日
午
後
に
御
玄

関
ま
で
御
伺
ひ
致
度
存
居
候

先
ハ
不
取
敢
御
禮
ま
で

　
　
　
　
　
　
　
　
敬
具

　
五
月
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
島
田
生 

勝
田
蕉
琴
画
宗

　
　
二
伸

雨
天
順
延
と
御
承
知
被
下
度
候

14



７
勝
田
夫
人
宛
島
田
節
衣
子
書
簡

昭
和
10
年
2
月
10
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
区
西
ヶ
原
町
七
一

勝
田
蕉
琴
様
内

　
　

御
奥　

様　

親
展

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

　
　
　
　
　
　

島
田
節
衣
子

二
月
十
日

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

大
□　

10
．
２
．
10　

后
４
―
８

拝
啓　

先
日
ハ
御
寒
さ
き
び
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

く
候
に

御
尋
ね
下
さ
い
ま
し
て

　
　
　
　
　
　
　

其
節
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

結
構

の
御
品
頂
き
誠
ニ
恐
入
申
候

昨
日
ハ
又
御
心
ニ

　
　
　
　
　
　

か
け
ら
れ

得
が
た
き
名
薬
澤
山
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　

わ
ざ
〳
〵

御
恵
送
成
被
下

　
　
　
　
　

御
親
切
之
程

有
難
く
〳
〵
深
く
御
禮
申
上
候

早
速
拝
味
ニ
預
か
る
べ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
意

致
居
候 

く
れ
〳
〵
も

　
　
　
　
　
　
　

御
芳
情

　
　
　
　
　
　
　
　

重
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
禮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

申
上
候

乍
末
筆
御
主
人
様

　
　
　
　
　
　

御
病
後

御
寒
の
折
か
ら

　
　
　
　
　

一
層
の

　
　
　
　
　
　
　

御
自
愛

　
　
　
　
　
　
　
　

祈
り
上
候

先
ハ

　

不
取
敢

　
　
　

拙
き

　
　
　
　

筆
ニ
て

　
　
　
　
　

御
禮
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　

二
月
十
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
節
衣
子

勝
田
御
奥
様

　
　
　

御
許
江

　
　
　

　

長
閑
ニ
相
成
候 

ま
ゝ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ち
と

　

御
遊
び
ニ
御
出
□
□
度

　
　
　
　
　
　
　
　

□
□
□
候

　
多
く
の
貴
重
な
薬
を
送
っ
て
く
れ
た
こ

と
に
対
し
て
、
墨
仙
の
妻
節
衣
子
が
勝
田

蕉
琴
の
妻
米
子
に
宛
て
た
礼
状
で
あ
る
。

薬
は
二
月
初
め
に
風
邪
で
引
き
こ
も
っ
て

い
た
墨
仙
の
た
め
の
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
手
紙
か
ら
は
い
つ
も
控
え
め
で
奥
床
し

い
態
度
で
あ
っ
た
と
い
う
節
衣
子
の
人
柄

が
伝
わ
っ
て
来
る
。
節
衣
子
は
福
井
藩
士

で
か
つ
書
家
の
笹
川
章
門
の
娘
。
跡
見
玉

枝
に
絵
を
学
ぶ
な
ど
芸
術
方
面
へ
の
嗜
み

が
あ
り
、
夫
の
良
き
助
け
手
で
あ
っ
た
。

　
夫
婦
仲
も
良
く
、
若
い
頃
は
福
島
県
い

わ
き
市
の
平
で
「
夫
婦
そ
ろ
っ
て
ア
ベ
ッ

ク
散
歩
を
し
た
の
は
、
彼
が
最
初
で
な

か
っ
た
ろ
う
か
」
一
と
書
か
れ
、
老
齢
に

な
っ
て
も
「
先
生
と
奥
様
は
世
に
も
美
し

く
睦
ま
じ
い
老
夫
婦
で
ゐ
ら
し
っ
た
の
で

あ
る
」
二
と
書
か
れ
た
。

　
節
衣
子
は
墨
仙
の
作
品
管
理
も
し
て
お

り
、
彼
女
の
手
に
よ
る
箱
書
き
も
多
い
。

一　
『
磐
中
物
語
１
』
磐
中
物
語
刊
行
会

　
　
昭
和
五
十
二
年

二　
「
軽
井
澤
に
於
け
る
島
田
墨
仙
先
生
」

　
　
『
國
画
』
第
三
巻
第
九
号　
昭
和
十
八
年

15



９
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
15
年
１
月
18
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
區
西
ケ
原
町
七
一

勝
田
蕉
琴
様　

　
　
　

御
礼　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

一
月
十
八
日　
　

島
田
豐

（
切
手
）

東
郷
平
八
郎
四
銭
切
手
（
昭
和
12
年
発
行
）

（
消
印
）

福
□　

15
．
１
．
1?　

后
４
―
８

拝
啓

寒さ
む
い咸

日
に
相
加
り
候
処

益
御
健
勝
之
段
大
慶

此
事
奉
存
候

陳
ハ
先
日
ハ
御
懇
篤

　
　
　
　
　
　
　

な
る

御
手
紙
を
頂
き

　
　
　
　
　

不
相
変

の
御
温
情
深
く
感
銘

仕
候

其
節
御
集
り
の
御
模

様
詳
細
御
洩
し
被く

だ
さ
れ下

詢
に
嬉
し
く
繰
返
し

拝
讀
仕
候 

諸
君
の

お
元
気
何
寄
浦
山

敷
候　

何
分
至
て
軽
微

で
ハ
あ
ら
が
左
り
半
身

一
寸
自
由
を
ゆ
る
さ
ぬ

為
外
出
大
に
気
支

残
念
此
上
な
く
候

い
づ
れ
其
内
拝
顔
御

禮
申
述
べ
く
候
へ
共

一
寸
御
挨
拶
に
と
如
此
に
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
墨
仙

勝
田
蕉
琴
様

　

末
筆
失
禮
な
か
ら

　

御
令
閨
様
へ
宜
敷

　
　
　
　
　
　

御
風
聞

　

奉
願
候

　
　
　
　

不
尽

　
全
身
リ
ュ
ー
マ
チ
に
苦
し
ん
で
い
た
墨

仙
は
こ
の
年
、
枕
が
上
が
ら
ず
執
筆
不
可

能
の
状
態
が
続
い
た
。
文
展
を
中
止
し
て

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉

祝
美
術
展
覧
会
」
に
は
、
大
作
を
出
品
す

べ
く
金
泥
の
使
用
許
可
願
を
申
請
し
て
意

気
込
ん
で
い
た
が
、
結
局
出
品
を
断
念
し

た
。

　
文
中
に
は
、
集
ま
り
で
の
話
の
詳
細
を

教
え
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
謝
意
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
秋
の
奉
祝
展
関
係
の
内
容
と

推
察
さ
れ
る
。

17

８
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
12
年
３
月
24
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
區
西
ケ
原
町
七
一
番
地

勝
田
蕉
琴
様　

　
　
　

侍
史　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

三
月
廿
四
日　

島
田
豐　

（
切
手
）

田
沢
型
３
銭

（
消
印
）

12
．
３
．
24　

后
０
―
４

拝
啓

昨
日
ハ
無お

な
ず
み
な
く
お
め
で
た
い

御
滞
御
芽
出
度

美
燭
の
御
盛
典
を

挙
げ
さ
せ
ら
れ
御
同

慶
申
上
候

其
節
ハ
慇
懃
な
る

御
饗
応
に
與
り
御

厚
情
千
萬
感
謝
に

不
堪
と
奉
存
候

先
ハ
不
取
敢
粗
箋

を
以
て
御
禮
申
述
候

　
　
　
　
　
　

敬
具

　

三
月
廿
四
日

　
　
　
　
　

島
田
豊

勝
田
蕉
琴
様

　
蕉
琴
の
長
男
守
一
は
東
大
教
授
和
辻
哲

郎
夫
妻
の
媒
酌
で
三
月
二
十
三
日
神
田
一

ツ
橋
会
館
で
華
燭
の
宴
を
挙
げ
た
。
墨
仙

も
そ
の
饗
応
を
受
け
、
翌
日
こ
の
礼
状
を

し
た
た
め
た
。

参
考
文
献

「
塔
影
」
第
十
三
巻
第
四
号　
一
九
三
七
年

「
反
骨
の
日
本
画
家　
勝
田
蕉
琴
展
」
福
島
県
立
美
術
館　

一
九
九
八
年
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９
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

昭
和
15
年
１
月
18
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
區
西
ケ
原
町
七
一

勝
田
蕉
琴
様　

　
　
　

御
礼　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
中
延
町
一
〇
五
一

一
月
十
八
日　
　

島
田
豐

（
切
手
）

東
郷
平
八
郎
四
銭
切
手
（
昭
和
12
年
発
行
）

（
消
印
）

福
□　

15
．
１
．
1?　

后
４
―
８

拝
啓

寒さ
む
い咸

日
に
相
加
り
候
処

益
御
健
勝
之
段
大
慶

此
事
奉
存
候

陳
ハ
先
日
ハ
御
懇
篤

　
　
　
　
　
　
　

な
る

御
手
紙
を
頂
き

　
　
　
　
　

不
相
変

の
御
温
情
深
く
感
銘

仕
候

其
節
御
集
り
の
御
模

様
詳
細
御
洩
し
被く

だ
さ
れ下

詢
に
嬉
し
く
繰
返
し

拝
讀
仕
候 

諸
君
の

お
元
気
何
寄
浦
山

敷
候　

何
分
至
て
軽
微

で
ハ
あ
ら
が
左
り
半
身

一
寸
自
由
を
ゆ
る
さ
ぬ

為
外
出
大
に
気
支

残
念
此
上
な
く
候

い
づ
れ
其
内
拝
顔
御

禮
申
述
べ
く
候
へ
共

一
寸
御
挨
拶
に
と
如
此
に
御
座
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

敬
具

　

一
月
十
八
日

　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
墨
仙

勝
田
蕉
琴
様

　

末
筆
失
禮
な
か
ら

　

御
令
閨
様
へ
宜
敷

　
　
　
　
　
　

御
風
聞

　

奉
願
候

　
　
　
　

不
尽

　
全
身
リ
ュ
ー
マ
チ
に
苦
し
ん
で
い
た
墨

仙
は
こ
の
年
、
枕
が
上
が
ら
ず
執
筆
不
可

能
の
状
態
が
続
い
た
。
文
展
を
中
止
し
て

秋
に
開
催
さ
れ
る
「
紀
元
二
千
六
百
年
奉

祝
美
術
展
覧
会
」
に
は
、
大
作
を
出
品
す

べ
く
金
泥
の
使
用
許
可
願
を
申
請
し
て
意

気
込
ん
で
い
た
が
、
結
局
出
品
を
断
念
し

た
。

　
文
中
に
は
、
集
ま
り
で
の
話
の
詳
細
を

教
え
て
く
れ
た
こ
と
へ
の
謝
意
が
書
か
れ

て
い
る
が
、
秋
の
奉
祝
展
関
係
の
内
容
と

推
察
さ
れ
る
。
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に
し
た
お
役
人
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
る
限
り

元
の
や
う
に
ハ
な
か
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い

別
て
青
年
画
家
先
生

達
等
ハ
画
商
等
の
尻
を
し
で

得
意
に
な
つ
て
描
く
の
だ
か
ら

無
論
真
面
目
な
作
ハ

出
来
ま
い 

こ
の
絵
を

　
　
　
　
　
　

お
だ
て
る

人
も
ゐ
る
や
う
だ
か
ら
改
心

せ
ぬ
も
無
理
か
ら
ん
こ
と
ゝ

思
ひ
ま
す

先
ハ
右 

僊
延
な
が
ら

御
挨
拶
申
上
ま
す　

　
　
　
　
　
　

敬
具

御
寸
暇
も
あ
ら
せ
ら
れ
候
ハ
ゞ

お
ひ
〳
〵
御
光
来
之
程

御
待
ち
申
上
ま
す

末
筆
乍
失
禮
な
が
ら

御
令
閨
様
江
宜
敷
御
鶴
聞

　
　
　
　

お
願
ひ
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す

　

六
月
四
日　

島
田
豐

勝
田
蕉
琴
画
宗

　
　
　

玉
机
下

19

10
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
墨
仙
書
簡

（
昭
和
17
年
）
６
月
4
日
付

（
封
筒
表
）
瀧
野
川
区
西
ヶ
原
町
七
一
番
地　

勝
田
蕉
琴
様　

　
　
　
　

親
展　

（
封
筒
裏
）
荏
原
區
平
塚
町
七
ノ
一
〇
五
一

六
月
四
日　
　

島
田
豐

（
消
印
）

1?
．
□
．
４　

后
０
―
４　

※
切
手
部
分
切
取

※
墨
仙
の
住
所
が
「
中
延
」
か
ら
「
平
塚
町
」
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
町
名
改
正
が
行
わ
れ
た
昭
和
16
年
４
月
以
降
の
書
簡
と

分
か
る
。
ま
た
、
文
意
か
ら
墨
仙
が
新
文
展
の
審
査
員
に
選

出
さ
れ
た
昭
和
17
年
に
書
か
れ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

拝
啓

初
夏
不
順
之
気
候

益
々
御
淸
勝
大
慶
至
極
に

　
　
　
　
　
　
　
　

存
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す

其
後
寔
に
御
無
沙
汰
致
し
て

居
ま
す 

平
に
御
寛
容

　
　
　
　
　
　
　
　

願
上

ま
す

先
日
ハ
御
懇
篤
な
る
御
祝
詞

を
賜
り
ま
し
て
却
て
恐
入
る
や
う
な

気
か
致
し
ま
す 

御
芳
情

有
難
く
厚
く
御
礼
申
上
ま
す

何
分
近
年
増
々
変
な

　
　
　
　
　
　
　

日
本
画

が
流
行
す
る
や
う
に
な
つ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

で

冥
土
の
土
産
に
と 

ち
ょ
い
と

仲
間
入
り
し
て
鑑
査
の
手
伝
を

せ
よ
と
の
こ
と
で
あ
る
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　

お
受
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ハ

し
た
が
何
等
働
き
甲
斐

　
　
　
　
　
　
　
　

な
き

こ
と
ゝ
知
り
な
が
ら
尽
せ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

だ
け

は
力
む
で
見
な
け
れ
バ
な
る
ま
い
が

何
分
に
も
小
商
人
、
八
百
や
、

豆
腐
や
に
至
る
ま
で 

威
張

か
へ
て
客
に
売
て
遣
は
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
ん
て

け
し
か
ら
ん
妙
な
世
の
中

　
墨
仙
は
一
九
四
二
（
昭
和
十
七
）
年
に

新
文
展
の
審
査
員
に
選
出
さ
れ
た
。
本
書

簡
は
そ
の
こ
と
を
祝
っ
て
く
れ
た
蕉
琴
へ

の
礼
状
で
あ
る
。

　
こ
の
年
は
墨
仙
最
晩
年
の
力
作
で
あ

り
、
歴
史
人
物
画
の
名
手
と
し
て
そ
の

名
を
世
間
に
知
ら
し
め
た
「
山
鹿
素
行
先

生
」
が
描
か
れ
た
年
で
あ
る
。
同
作
は

一
九
四
三
（
昭
和
十
八
）
年
四
月
に
、
日

本
画
部
門
初
の
帝
国
芸
術
院
賞
を
受
賞
し

た
。

　
墨
仙
は
こ
の
翌
年
病
床
に
つ
き
、
七
月

に
胃
癌
で
こ
の
世
を
去
っ
た
。
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に
し
た
お
役
人
た
ち
が

　
　
　
　
　
　
　

ゐ
る
限
り

元
の
や
う
に
ハ
な
か
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
い

別
て
青
年
画
家
先
生

達
等
ハ
画
商
等
の
尻
を
し
で

得
意
に
な
つ
て
描
く
の
だ
か
ら

無
論
真
面
目
な
作
ハ

出
来
ま
い 

こ
の
絵
を

　
　
　
　
　
　

お
だ
て
る

人
も
ゐ
る
や
う
だ
か
ら
改
心

せ
ぬ
も
無
理
か
ら
ん
こ
と
ゝ

思
ひ
ま
す

先
ハ
右 

僊
延
な
が
ら

御
挨
拶
申
上
ま
す　

　
　
　
　
　
　

敬
具

御
寸
暇
も
あ
ら
せ
ら
れ
候
ハ
ゞ

お
ひ
〳
〵
御
光
来
之
程

御
待
ち
申
上
ま
す

末
筆
乍
失
禮
な
が
ら

御
令
閨
様
江
宜
敷
御
鶴
聞

　
　
　
　

お
願
ひ
致
し

　
　
　
　
　
　
　
　

ま
す

　

六
月
四
日　

島
田
豐

勝
田
蕉
琴
画
宗

　
　
　

玉
机
下
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力
を
つ
け
て
下
さ
れ
ま
し
た
が
御
主
人
亡
き
後
如
何
遊
バ
し
た
か
音
信
な
く

濱
田
さ
ま
も
主
人
亡
く
な
ら
れ 

一
昨
年
私
宅
へ
お
出
下
さ
れ
て
い
ろ
〳
〵
お
な
げ
き

で
其
後
あ
た
み
江
行
か
れ
ま
し
た
が 

御
兄
弟
の
御
世
話
で
ハ
不
充
分
で
東
京
の

御
本
邸
も
戦
災
ニ
遭
ハ
れ 

年
寄
り
の
一
人
ぼ
つ
ち
ハ
男
女
と
も
今
日
の
不
自
由
の
食
糧

問
題
ニ
ハ
一
番
難
義
を
致
候 

此
山
も
五
六
年
前
ハ 

故
人
在
世
中

濱
田
さ
ま
初
め
老
人
多
く 

ミ
な
集
る
も
の
耳
遠
く
て
主
人
の
ど
ら
声ご
え

一
層
之
美
声
然
し 

に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
夏
越
過
し
ま
し
た
も
ゆ
め

と
な
り
ま
し
た 

引
つ
ゞ
き
故
人
ニ
な
ら
れ
し
方
多
き
に 

か
よ
わ
き
私
の
み
生
残
り
お

恥
し
く
候 

只
ひ
と
り
昼
も
夜
も
ぼ
ん
や
り
と
心
さ
び
し
く
暮
居
候　
　

昼
ハ
庭
の
山
へ
枯
木
と
り 

こ
れ
が
一
番
心
の
や
る
瀬
を
忘
れ
ま
す

時
ニ
ハ
思
ひ
返
し
こ
れ
で
ハ
な
ら
ぬ
と
存
じ 

絵
の
お
け
い
こ
で
も
叶
た
ら
と

存
じ
ま
す
と
筆
も
は
け
も
参
考
も
な
く 

多
年
写
生
叶
た
本
も

ミ
な
焼
き
て
仕
舞
ひ 

ま
た
ぼ
ん
や
り
し
て
仕
舞
ひ
ま
す 

上
の
ゝ

秋
展
が
あ
る
そ
う
で
拝
見
ニ
行
き
た
い
と
そ
れ
を
今
か
ら
楽
し
み
ニ

計
て
居
り
ま
す
が 

扨
冬
の
家
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
思
ふ
と
又
胸
が
一
ぱ
い
ニ

な
り
ま
す

明
治
三
十
年
第
一
回
絵
画
展銅牌出
品
撰
ば
つ
さ
れ
て
巴
里
博
展
ニ
て

好
評
を
得
し
致
城
帰
途
之
図
ニ 

御
箱
書
を
な
し
下
さ
れ
し
由

有
難
く
御
礼
申
上
候 

右
之
画
ハ
朝
日
新
聞
社
ゟよ
り
も
再
々
何
所
ニ
在
る

か
と
聞
か
さ
れ
ま
す
が
一
向
不
明
ニ
て
故
人
も
如
何
せ
し
か
と 

若
き
年
の

血
の
出
る
よ
う
な　

帝
室
御
用
と
な
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

或
貴
族
よ
り
依
頼
あ
り　
　
　
　

三枚書
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　

最
初
出
品
画
ハ
会
が
買
い
上
け　
　

そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
話
を
聞
居
候

　

三
枚
中
一
枚
は

一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）

年
の
パ
リ
万
博
に
出
品
し

現
地
で
売
却
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
二
枚
目
は
ふ

く
い
藤
田
美
術
館
蔵
、
三

枚
目
は
個
人
蔵
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
個
人
蔵
の

も
の
に
勝
田
蕉
琴
の
手
に

よ
る
箱
書
が
あ
り
、
表
に

「
深
慮
」、　
裏
に
は
「
畏
友

墨
仙
翁
壮
年
之
作
性
格
描

写
之
成
功
也　
蕉
琴
鑑
併

題
」
と
あ
る
。

21

11
勝
田
蕉
琴
宛
島
田
節
衣
子
書
簡

昭
和
21
年
８
月
26
日
付

（
封
筒
表
）
福
島
縣
本
宮
町
蛇
の
鼻

勝
田
蕉
琴
先
生　

　
　
　
　

御
親
展

（
封
筒
裏
）
長
野
、
軽
井
澤
町
千
ヶ
瀧
中
区
五
九
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

島
田
節
衣
子

八
月
二
十
六
日
朝

※
切
手
部
分
切
取

啓
上　

久
か
た
振
り
之
御
懇
書
ニ
接
し
御
懐
し
く
く
り
返
し
〳
〵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
け
く
れ

拝
し
上
候
。
今
日
ハ
四
年
目
の
命
日
、
故
人
之
日
柄
之
六
月
十
六
日
付
着
候
も

何
か
深
き
御
え
ん
と
喜
び
つ
ゝ
さ
て
何
か
ら
申
上
て
よ
い
や
ら
余
り
の

御
無
沙
汰 

実
ハ
如
何
遊
バ
し
候
や
と
乍

ぞ
ん
じ
な
が
ら存

遂
ひ
お
う
か
ゞ
ひ
も

せ
ず
御
ゆ
る
し
願
上
候 

承
へ
バ
御
ふ
る
さ
と
の
□
□
か
の
山
々
麓
で

御
筆
ニ
御
親
し
ミ
の
よ
し 

誠
ニ
御
幸
福
之
御
事
と
御
悦
び
申
上
候

東
京
之
御
画
室
も
焼
失
せ
ず
何
た
る
御
仕
合
せ
之
事
か　

今
日
の
世

と
な
り
て
ハ 

や
け
た
る
こ
そ
実
ニ
貧
乏
く
じ
を
引
き
た
る
と
同
じ

ニ
て 

ふ
た
ゞ（
マ
マ
）ひ

あ
れ
だ
け
の
家
ハ
誰
方
で
も
建
る
事
ハ
最
う
で
き
ま

せ
ん
ゆ
へ
本
當
ニ
御
幸
運
と
か
さ
ね
〳
〵
御
よ
ろ
こ
び
申
上
ま
す

奥
様
ニ
も
御
揃
ひ
御
健
祥
ニ
被

わ
た
ら
せ
ら
れ渡 

日
々
お
は
た
け
も
お
楽
し
み 

定
め
し

此
頃
ハ
お
じ
や
が 

と
う
な
す 

き
う
り 

と
ま
と 

色
と
り
〳
〵
ニ
美
く
し
く

新
鮮
之
お
野
菜
召
上
っ
て
ま
す
〳
〵
御
健
康
ニ
よ
い
御
作
品
が
お
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

遠
き
を
う
ら
み
つ
ゝ

之
こ
と
と 

近
け
れ
バ
拝
上
さ
せ
て
も
い
た
ゞ
き
ま
す
に
御
う
ら
山や
ま
し
く敷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

存
ぞ
ん
じ
あ
げ
そ
う
ろ
う

上
候

実
ハ
皆
様
方
の
御
消
息
を
知
り
た
さ
に
三
月
上う

え

の
展
拝
見
ニ
行
き
ま
し

た
ら
貴
方
様
の
御
作
品
を
拝
見
し 

ま
あ
よ
か
っ
た
御
健
在
と
一
人
胸
ニ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
ろ
こ
び
つ
ゝ

然
し
飛
田
様
、
水
上
さ
ま
、
野
田
様
、
町
田
様
方
の
ハ
見
ま
せ
ん

で
し
た
一 

尤
も
岡
だ
さ
ん
ハ
此
夏
故
人
に 

荒
井
寛
方
さ
ま
も
福

島
辺
で
故
人
と
な
ら
せ
ら
れ 
真
ニ
さ
び
し
く
存
上
候 

あ
ら
井
さ
ん
ハ

毎
年
此
山
少
し
手
前
ニ
お
住
ひ
ニ
て
御
尋
ね
下
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
く
さ
ま
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

仲
よ
し
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て

一　

飛
田
周
山
、
水
上
泰
生
、
野
田
九
浦
、
町
田
曲
江

　
墨
仙
の
東
京
の
自
宅
は

空
爆
で
焼
失
し
た
た
め
、

妻
節
衣
子
は
や
む
な
く
軽

井
沢
の
夏
の
別
邸
に
移
り

住
ん
で
い
た
。

　
そ
こ
へ
勝
田
蕉
琴
か
ら

墨
仙
の
《
致
城
帰
途
之
図
》

の
箱
書
を
し
た
と
い
う
連

絡
が
入
り
、
そ
れ
を
受
け

て
節
衣
子
は
本
書
簡
を

一
ヶ
月
半
ほ
ど
か
け
て
書

い
た
。

　

節
衣
子
は
夫
の
友
人

達
の
消
息
知
り
た
さ
に

一
九
四
六
（
昭
和
二
十
一
）

年
三
月
開
幕
の
第
一
回
日

展
に
足
を
運
ん
だ
。
し
か

し
無
事
を
確
認
で
き
た
の

は
蕉
琴
の
み
で
、
文
中
で

の
指
摘
ど
お
り
飛
田
周
山
、

水
上
泰
生
、
野
田
九
浦
、

町
田
曲
江
の
絵
は
な
か
っ

た
。

　
さ
て
、
墨
仙
は
《
致
城

帰
途
之
図
》
を
三
枚
描
い

た
よ
う
で
あ
る
。
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力
を
つ
け
て
下
さ
れ
ま
し
た
が
御
主
人
亡
き
後
如
何
遊
バ
し
た
か
音
信
な
く

濱
田
さ
ま
も
主
人
亡
く
な
ら
れ 

一
昨
年
私
宅
へ
お
出
下
さ
れ
て
い
ろ
〳
〵
お
な
げ
き

で
其
後
あ
た
み
江
行
か
れ
ま
し
た
が 

御
兄
弟
の
御
世
話
で
ハ
不
充
分
で
東
京
の

御
本
邸
も
戦
災
ニ
遭
ハ
れ 

年
寄
り
の
一
人
ぼ
つ
ち
ハ
男
女
と
も
今
日
の
不
自
由
の
食
糧

問
題
ニ
ハ
一
番
難
義
を
致
候 

此
山
も
五
六
年
前
ハ 

故
人
在
世
中

濱
田
さ
ま
初
め
老
人
多
く 

ミ
な
集
る
も
の
耳
遠
く
て
主
人
の
ど
ら
声ご

え

一
層
之
美
声
然
し 

に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
夏
越
過
し
ま
し
た
も
ゆ
め

と
な
り
ま
し
た 

引
つ
ゞ
き
故
人
ニ
な
ら
れ
し
方
多
き
に 

か
よ
わ
き
私
の
み
生
残
り
お

恥
し
く
候 

只
ひ
と
り
昼
も
夜
も
ぼ
ん
や
り
と
心
さ
び
し
く
暮
居
候　
　

昼
ハ
庭
の
山
へ
枯
木
と
り 

こ
れ
が
一
番
心
の
や
る
瀬
を
忘
れ
ま
す

時
ニ
ハ
思
ひ
返
し
こ
れ
で
ハ
な
ら
ぬ
と
存
じ 

絵
の
お
け
い
こ
で
も
叶
た
ら
と

存
じ
ま
す
と
筆
も
は
け
も
参
考
も
な
く 

多
年
写
生
叶
た
本
も

ミ
な
焼
き
て
仕
舞
ひ 

ま
た
ぼ
ん
や
り
し
て
仕
舞
ひ
ま
す 

上
の
ゝ

秋
展
が
あ
る
そ
う
で
拝
見
ニ
行
き
た
い
と
そ
れ
を
今
か
ら
楽
し
み
ニ

計
て
居
り
ま
す
が 

扨
冬
の
家
が
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
思
ふ
と
又
胸
が
一
ぱ
い
ニ

な
り
ま
す

明
治
三
十
年
第
一
回
絵
画
展銅牌出
品
撰
ば
つ
さ
れ
て
巴
里
博
展
ニ
て

好
評
を
得
し
致
城
帰
途
之
図
ニ 

御
箱
書
を
な
し
下
さ
れ
し
由

有
難
く
御
礼
申
上
候 

右
之
画
ハ
朝
日
新
聞
社
ゟよ

り
も
再
々
何
所
ニ
在
る

か
と
聞
か
さ
れ
ま
す
が
一
向
不
明
ニ
て
故
人
も
如
何
せ
し
か
と 

若
き
年
の

血
の
出
る
よ
う
な　

帝
室
御
用
と
な
り　

　
　
　
　
　
　
　
　

或
貴
族
よ
り
依
頼
あ
り　
　
　
　

三枚書
き
た

　
　
　
　
　
　
　
　

最
初
出
品
画
ハ
会
が
買
い
上
け　
　

そ
う
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

其
話
を
聞
居
候

　

三
枚
中
一
枚
は

一
九
〇
〇
（
明
治
三
十
三
）

年
の
パ
リ
万
博
に
出
品
し

現
地
で
売
却
さ
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
。
二
枚
目
は
ふ

く
い
藤
田
美
術
館
蔵
、
三

枚
目
は
個
人
蔵
で
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
、
個
人
蔵
の

も
の
に
勝
田
蕉
琴
の
手
に

よ
る
箱
書
が
あ
り
、
表
に

「
深
慮
」、　
裏
に
は
「
畏
友

墨
仙
翁
壮
年
之
作
性
格
描

写
之
成
功
也　
蕉
琴
鑑
併

題
」
と
あ
る
。
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帰
途
き
や
べ
つ
迄
い
た
ゞ
き
本
當
ニ
嬉
し
う
御
座
い
ま
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

た
御
序
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宜
敷
願

ま
す 

当
山
ハ
早
や
秋
風
寒
く
白
樺
之
落
葉 

つ
ゞ
（
マ
マ
）し 

楓
之

紅
葉
そ
ろ
〳
〵
い
ろ
づ
き
虫
之
な
く
音
昼
間
か
ら
心
之
淋
し
さ
を

誘
い
ま
す 

ほ
と
ゝ
き
す
や
鶯
う
ぐ
い
す

深み
や
ま
ど
り

山
鳥
ど
こ
へ
行
き
ま
し
た
か
も
う

を
り
ま
せ
ん 

き
じ
と
山
鳩
の
み
と
な
り
ま
し
た 

い
た
づ
ら
の
（
里リ

す
）
斗

ぞ
な
く
朝
晩
寒
さ
を
感
じ
ま
す 

こ
う
し
て
居
り
ま
し
て
も

セ
ル
の
重
着
で
御
座
い
ま
す 

御
返
事
だ
ん
〳
〵
お
そ
く
な
り
お
ゆ
る
し

下
さ
い
ま
せ 

何
分
一
人
で
夜
明
け
を
待
ち
て
起
き
ま
す
が
何
も

で
き
ず
東
京
で
栄
養
不
良
の
食
事
と
す
つ
か
り
在
世
中
と

変
り
し
境
遇
（
戦
災
）
之
為
め
失
い
し
何
も
手
ニ
付
ず
手
足
が

し
び
れ
痛
み
、
筆
持
つ
も
お
く
つ
ニ
な
り 

今
日
ま
で
す
ま
ぬ
〳
〵
と

乍
存
も
又
延
び
半
分
か
い
て
ハ
よ
し
て
仕
舞
ひ
何
卒
御
ゆ

る
し
被
く
だ
さ
れ
た
く
そ
う
ろ
う

下
度
候 

実
ハ
七
月
九
日
か
ら
今
日
ま
で
か
ゝ
り
ま
し
た

先
き
切
れ
の
筆
一
本
で
す
か
ら
御
分
か
り
に
く
い
と
存
じ
ま
す

御
判
じ
下
さ
い
ま
し　

で
ハ
御
か
ら
だ
御
大
切
に

　

八
月　
　
　
　
　
　

延
着
ハ
軽
井
澤
局
か
ら
埼
玉
の
熊
谷
ま
で
ゆ
き
点
検

　
　
　

廿
六
日　
　
　

さ
れ
て
軽
井
澤
ニ
戻
り
て
発
送
す
る
そ
う
で
約

　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
日
間
ハ
か
ゝ
り
ま
す 

此
頃
ハ
は
が
き
ま
で
点
検
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

敗
戦
国
ハ
情
な
い
も
の
で
御
座
い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田
節
衣
子
拝

勝
田
蕉
琴
先
生
江　

　
　

御
奥
様
へ
宜
敷
御
伝
ひ
願
舛

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
米
国
は
こ

の
よ
う
な
手
法
で
占
領
下
の
日

本
人
の
世
論
を
確
実
に
把
握
し

て
い
た
。

参
考
文
献　

「
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
検
閲
・
諜
報
・
宣
伝
工
作
」
山
本
武
利　

岩
波
現
代
全
書　

平
成
二
十
五
年　

「
閉
ざ
さ
れ
た
言
語
空
間　

占
領
軍
の
検
閲
と
戦
後
日

本
」
江
藤
淳　

文
藝
春
秋　

平
成
元
年
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も
ゆ
る
が
如
き
心
地
で
か
き
上
げ
た
一
番
最
初
の
試
作
品
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

今
日
ニ
な

れ
バ
又
拙
き
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
よ
う
が 

ぜ
ひ
私
も
拝
見
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

度
く
て
御

手
紙
を
拝
し
た
時
驚
き
ま
し
た 

又
嬉
し
く
懐
し
く
存
じ
ま
す 

私
ハ

下
絵
の
み
見
て
居
り
ま
し
た
し
其
時
の
種
々
の
評
論
も
拝
見
し

て
興
味
を
覚
へ
て
居
り
ま
し
た
が 

今
ハ
何
れ
ニ
其
絵
が
あ
る
か
と

心
配
し
て
居
り
ま
し
た
ニ 

誰
方
様
が
御
所
有
で
御
座
い
ま
す
か

拝
見
さ
せ
て
ハ
下
さ
ら
な
い
で
し
よ
う
か 

恐お
そ
れ
い
り
ま
す

入
舛
が
一
度
御
問

合
せ
願
へ
た
ら
誠
ニ
本
懐
に
存
じ
ま
す
（
大
石
力
之
鼠
刺
）

図
ハ
先
年
故
人
在
世
中 

朝
日
の
催
し
で
大
坂
ゟよ

り
出
品
さ
れ
拝

見
出
来
ま
し
た 

何
卒
よ
ろ
し
く
願
舛

先
生
ニ

い
つ
か
御
目
ニ
か
ゝ
る
機
會
も
御
座
い
ま
し
よ
う
と
そ
れ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

楽
し
み
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

此
後

と
も
宜
敷
御
願
ひ
申
上
候 

上
野
招
待
日
位
ひ
ニ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
京
で
き
れ

バ
よ
ろ
し
く
と
も 

此
か
ら
だ
で
ハ
ど
う
か
と
案
事
居
候

然
し
先
生
東
京
へ
ハ
當
分
御
住
ひ
被
遊
ぬ
よ
う 

い
や
な
東
京

の
空
氣
御
ふ
る
さ
と
の
暖
い
暖
い
其
氣
分
ハ
東
京
ニ
ハ
あ
り
ま
せ
ん

お
焼
け
ニ
な
ら
な
い
お
家
が
あ
り
ま
す
か
ら 

す
つ
か
り
東
京
の
人
の
心
地

が
快
復
し
て
や
み
之
な
く
な
つ
た
時
分
ニ
ゆ
つ
く
り
お
帰
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
そ

結
構
と
存
じ
上
候 

先
日
突
然
伺
ひ
ま
し
た
の
に
お
留
守
番
の
お
嫁
子
様

が
お
や
さ
し
く
い
た
わ
つ
て
頂
き 

お
初
ニ
お
目
ニ
か
ゝ
り
し
ニ
昔
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

之

お
な
じ
み
之
様
な
き
ぶ
ん
で
本
當
ニ
嬉
し
く
有
難
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

思
ひ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ま
し
た 

　
節
衣
子
が
「
点
検
」
と
書
い

て
い
る
と
お
り
、
連
合
国
軍
占

領
下
の
日
本
で
は
マ
ス
メ
デ
ィ

ア
お
よ
び
書
籍
、
映
画
、
電
話
、

通
信
、
郵
便
の
検
閲
が
行
わ
れ

て
い
た
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
秘
密
機
関

で
あ
る
Ｃ
Ｃ
Ｄ
（
民
間
検
閲
支

隊
も
し
く
は
民
間
検
閲
局
、
昭

和
二
十
四
年
に
閉
鎖
）
が
行
い
、

郵
便
検
閲
は
日
系
二
世
軍
人
ら

の
ほ
か
、
多
数
の
日
本
の
民
間

人
を
雇
っ
て
大
量
の
私
信
を
検

閲
し
た
。

　
検
閲
の
事
例
の
一
部
を
挙
げ

る
と
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
や
連
合
国
、
朝

鮮
人
に
対
す
る
批
判
や
、
検
閲

制
度
へ
の
言
及
、
戦
争
擁
護
や

軍
国
主
義
の
宣
伝
、
闇
市
の
状

況
、
飢
餓
の
誇
張
、
占
領
軍
と

日
本
女
性
と
の
交
渉
な
ど
が

あ
っ
た
。

　
検
閲
済
、
も
し
く
は
検
閲
免

除
の
ス
タ
ン
プ
が
押
さ
れ
る

と
、
通
常
の
郵
便
と
し
て
配
達

さ
れ
る
が
、
こ
の
手
紙
は
宛
名

の
「
先
生
」
の
文
字
部
分
に
ス

タ
ン
プ
が
薄
く
押
さ
れ
て
い
る

ほ
か
検
閲
の
跡
は
見
受
け
ら
れ

な
い
の
で
、
免
除
さ
れ
た
の
で
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い
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
し
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嶋
田
節
衣
子
拝

勝
田
蕉
琴
先
生
江　

　
　

御
奥
様
へ
宜
敷
御
伝
ひ
願
舛

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
米
国
は
こ

の
よ
う
な
手
法
で
占
領
下
の
日

本
人
の
世
論
を
確
実
に
把
握
し

て
い
た
。
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閉
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れ
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空
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占
領
軍
の
検
閲
と
戦
後
日

本
」
江
藤
淳　

文
藝
春
秋　

平
成
元
年
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